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工絡協

海洋援浮千 I~ 折げる物管施媛、とリわけJ奇

手発物管め'地球イ℃寺内収支あ'_J=ぴ.焔戎 E)もえる

場令、その義体何万三/シブヒ湾えられゐ渇洋

7訟の地荷物}ç.令手れる泊旅物の少不十、~てノ:ic

落花形)~関する持見 11 、をわめてをキ凡ての

'L nってくる回

二めよ与?宇治?害物 l宇J-:: ;n.五する肩手建物質 Jl， 

海洋表/警討作 λ11 てえ令 þ"\ J乞工フて~ゑ之 Lれ

た7百枚物質ザ、 7ドi宇tテ史下手する並売でふ月号 l

t必ず、れ?三ての、 h'F (j.;，可1
1)‘荊/ユピ 1<-tフ

てて 7三うさ-~た?芝 ι 匙ネめモめの二一常務 h 犬

お'1でさる。

守た、 海?手堆?青物 l宇の右手失均合掌 lゴ、 づト渇

?干の平均では内 O.ケラ4 で‘タ)リ、 Jt存を 11-0.7S 

λ /0ρ 卜シと f&-え之れておリ‘その天引少は、

ケ口ジェン.どんr-o~e)1 ) と時 11れる j千落イ笠宮イシ

づ手ヒヱ dてているどrfkop仇たぞy/Iタタρ)。

渇対く-t{i持 物 勾本面 jτ あJ l Iて、 7局手持物管 jゴ

再が依主拘による?紋レいタ解を受 l寸、 7文学ド
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3巴戎イ仁三れ渇水 lfI~ 別手して\ t る o~\解ぞ矛

ぬザ、代、ア也管手勾片問モ得て宇佐手毒物 It I~ 均成

立収ていt~ 淘被物の章 J1- 、 7考 f手 ηZ支局て、、笠 Æ

芝4'Lt己毛のの/ゲ。)，A下でみる。レ力、レ tJ-þ'~~ ら、

111喬拘 lず/c"7実Jちしている清戎均等め堆靖初中

での;支みヒ 1盟莞 E 知るニと/1.地手考場 F乏~堆荷

物 fヤで~匙して\¥る地5ドイじJ予約墨廷の友¥) :{旨

裸 t1与るニヒ J~ /五る o

手伝、海友 I~ 1fL持後タ併を愛けるユ¥1、苅

?突終冬季の方ず‘、来う京 Fリてすみヤザ k j定機代

'1..L-}tる乙とが‘わ力、つているど5ek~ ら I Iデ68)。

このき~ ! 4t令物 1'). . その錆伴す.~ ~'能刀七l うみ

て7色靖拘 't作あI )ナる均 1震の移動と、再配令 jτ

τ字 削pJ司t/交 lずすと J号えられるー したザフ

て、 ニめをう争イ仁令拘の堆肴拘中("ci) }手動 E明

うがにするニと 17-、海洋 jτ わ'ける淘飛地球‘ィι

与のぷ丹plG 1T I手フ工で 1号刀位差 E占めると

τえる。

そじで、 4Ñ可況で 11 以下《ラフの殺~ I~ 1i 
づ‘さ 地靖利 i宇のアミノ磁のえ刀剣続κ&守主1<..
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フ¥¥てif1久汚率引τ刀ヲ昇。

1 52j千戸毎域 jτ あI 11る手養塩類の循環/1-， 

タト汗のぞれ j乞主ヒペぐ犬さぐ実11っている。そ

の 提出めーフヒレて、ラ2洋海域で rJ--，}c 浄かll' 7\~

〈ナ解 E ま必ザL}t 1三万1 戎物 Vf毎友)~列」差す与

す常任作材、、大さ¥，ユヒザ、?を工匙~の有戎拘の

依伶ヤドみるニと fユピザム 1ずられる。

-4f~何)土、?毎汗表/脅李?で笠~~時七九有戎吻

め天都介庁、均水 l宇c;.だ吟レてゆ〈問 J-=-分解

芝れ了訴手実態め 4FJ養極めサクで・海水中 j乞伺煽レ

ている。 メプenJe/(/~ 74-) 1工、 潟先/脅 l十で笠 jをさ

れた 7周知均 d うちの何 4ψ ザ、徴主均 Ir:.rる

み解 l1-~ tv\~' t!てて水存で‘与え芯淘姥拘とし 7

存五レていると萩若レている。 ()cfencry仰s-6)

r1、J商うたノ雪寸で、 Z注された会1ti成物のうち、

タト汗域で、 17 向 ρ‘之 kfzj与 r~r で‘て之メ持友しむ1

海底 J---~/J J主レtJいとしている d

最並ニ、 CoTIεγζP/h10no{ (/cr &0) l1- 太子 5子

部並域内グフノマゴ‘スリプ介で‘セディメシト

トラップ。表孫をす共lt1三。その符専として彼 う
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j子、帝益城で 1'1碁石変~)をの灼メタグ。 七、、'ft[子女 HZ

ゑ季 η フマァ Yスじしてトラッ 70
J':..晴、第三れ

ておリ、::"'0)ニ Z 七、ら堆肴問中 ，~ rf去す与を

11-、基礎主乏の lτ んの D./5メ作品ざ‘かけ先:、ろ

うピ報告している。

ニ Lれらの L ヒザら、タト汚域 I~ 比べ‘マ ;F 斧域

で lτ 、 よリ今くめ清子衆物ザイト局ft手TJ.b'・'iftて

よ毎茂，Iぺ高殺してゆぐ L とザ叫子博之れる。 〉の

こヒザ事与えtJ-ら I1¥尚弁め1fi荷物茨/脅て.'1:.乙こ

る妻、常化~莞 j立、 タトテ子 1-:.t-ヒべ、て微霊祭義ち豆類

の伎伶守、 び¥，て 1'1基礎Zえ)..-:-持母:lc犬さ丸

野響 Z与えるニヒ./l--=---tJ号。

J1[与、放タ7 くの科系~ J--:， J:って地字意向 l干の

~直介砕ヒ~li 方向のアラックスめず、 J タ E

保つて、恵三尼7盆舜吻ずらの 4F養品類の直 L 水

への回帰ず、、主義務ヱれているぐj列え lj、良川c/e炉

。、 /977; l:o.we ~ J /ヲ77) 0 

レザレ Jj.γ、、ら、 5見吟Jえで 1;'海洋ア金持均 jヂた

侍汗さ 4てているヂ重 t0} )有税物内づか解1-1-支!と開

可る教を j立、 さわめててか l， >J1(懲である。 そこ
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で、 李河今しで 11対空宇言拘あ'J:ひ:、間稼?kの掬才官、

う7月吹物〔ピリわ 11蛋白子柔均管 アミノ政)

の必静 1乙、 それ jι グデう業jをちるとア〉モニア)

のう各 ~I乞フ\ ¥て児肴うユとと白的じした。

2. 1[1.荷物 i宇勾 2i素化令物 l工、そ白笥ヒ千

の少解~^'物あ'!ぴ'1乞化令均之の雪 絡会)t.

令物ザ‘左手 iJ-t c?)で‘ムソ、万五切乙レて /7支

f看レ完リ、ム会 I1 11与の芋?の切で傍汗され

ているを白質十、介静itx‘物どして η ア3ノ

政干アミノ務-ア三ン/矛どドこれすで、 j乞顎壬

三れマいる (fvdm的 S，/q:;-6;ρ:cgencう， /qJ4j

/むずωbfr~ ら， /963; 8ordo似たjy，/デ65Q，/:;)'乙Ja，rん/

/167 / )'たVet15'Oハど T//ρI 1970 ;ノヤi'(SetlPCUAJ11 らI 1デ72..，'

バケ印仇ずIAts，/qケ3; 5hroec/eyと 8?tda.ノ/ダ76;' 

1<05刊 fe;tol， /979 )。

アミノバ合拘/工、 F夫元J変化の 'fて・・アミシイと

友J?ととげはれる校雑β 往路E品ヲて、す治合

Aヒイ主均乏的滅、してレbぐことが、持今れているー

フミンザケロジェンど時 1-1~れゐ向少手イι令拘



11-、堆積均 lずで 11J月手突を字化令拘の犬乏万弁
、 . 

タミ lt;めていみシヒザ知られていみ。

ふれずでド教を芝れていゐ妙イくづ令解後の会

アぞノ段差め1Î靖均 l宇での会長~介元チ j工、 ~J号

却で夜];業1iであリ、 7手メミヒ乞そシに PXZ争jcz校、少

レてゆく傾向のその (j(/-j/-仰片Y'9ら.1 /7 b 3 ; 

Detjιn5己I /ダ6t.;.ノI 8row九らノ/デヴ之j の4色 j亡、 不

規 則;j.変。どを万三すモのどん?edl6づJ /16 / .1' 

f手eV -e ~ )t) 11. と ιIz，e，，~ 1 1ft r. /17ぇjの拘オず、みる o

ニのニヒ /1¥アSノi鍛 η 湾局室ザ長見場l乙あ，Iナ

る微生物ゑ，]'tIτ J:-リコシトロ-)レヱれている

L とをす:吸している。 F失望 ~IJ J与を?化/1、堆荷

物官、、明致、三れる&完でめ 7司群物使侍童の支ι

tしく IJ少解手付の¥安イヒ (Îl~ え /1 、、 pH 鋭化

還元電位ti-とジ)に基づくそのと子専-tvft-て¥， 
る。

ρεpεω ど1965)Iユ、アさノ阪の会荷量ず、駁ィι

的環境ザウ侍られた堆手毒物 C'1 7- 、 ~J警 f う之

例?手矛で J--:.急激jτ減少レている f、還元的z環

境下にあコア己堆荷物で 1):、 ゑノ脅力、ら 4 Y々IJ茅J-=-
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旬、げて 11ヒ人じ変 Aじが畏、¥"1乙 Yこを萩ょをレてい

る。

地手芸均'tのアさノ綴 E少局;1--.L也、Jそ均金有

-tt城、タヱてる専問 L レて J1-、ヲとず依笠物 Jc..

Fるそのヤ1MJ考えられる o --句主的)r-:.、?与オ〈ピ地

舜物の界面で、 119妓宝物の国う手数)1-タタ J'tJ'"、/ 

迂路表/脅7愈褐吻 lヂq何扇教 11、還流/グ¥ラ向

ミゴリ /0ケ~ /010
伺と iさわれている o )浮足 f二と

trJ.ll還ぇ的存援境 j乞 務 行 し て ゆ く じ と モ l二

滝敬関数的 j乙 Zめ11夕方与 L とザニれ手で、作明ら

が}c.-jJ-っているとふ仇/J， /作2.)' þ:. r/~~ ~ /タ63; 

WOO()( /q6~) 0 レ r- ず、、って、タ丈~初)-:.. ~る 7育

費抑のみ解作用 11、主とレて堆靖直後初、う$_

え環境 j乞務行可手?で、の戸え哉、作用 η 初刻 jτ行

TS-われみと言えら。

ここで¥堆靖子易ゑ/著者?にあ1けるアミ/政令

苅を 11-伐伶をと徴主物|三 5うふ角号室とのテ街

jτFフてあ'V、保符ず美、 e /手中 jゴ'次第 j乞湖、タ

レて印く乙と J~ TJ-る。手 Zすえて.'l~ 、 ニのアミ

/政手)， J:.ぴ、今7日夜終主意のイC411的ゴ手タメ手也、ら
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えのお枚、グを な~t~煮 E ボめ、格発物表局的

れわ1'11 る?失女主物件エ令系戎物令角与の務 7震を~

渇るこ/とをーフ勾白内じレ戸三 a

地積物ゑノ事引での之ご託のイ妓 Z物 1-:: J:る 7有煮

物今少解 l手、;手7設が‘ナ脅す j乞フれて戸田菌数台、'1吉

紋関数的 I"=-減少する二/じ l二 Fフて衿ゴし、沌

管止ま内昨問の待\~-ヒ/3ぞい、物場イに手約 !ζ 亥脅

す3絞7話k務行するそのヒ子考きされる。

像以作用の並走で d-t られるアミノ政経旦^~の

支ィヒ~レて、テ手7夏め-ptf1Jt ~伴う政 I)'~ アミ/房設

の字自主τ「的域タじ場毒性アミノ磁め和河台す樽

力ロザ、ある。 ニの零図 j心 フ¥，て、 βrO(Tη づ(197毛)

や Nば仰bal-{)1/l ~ (191.之) rJ 、~天 Z 均活動 jτ 夫乙屈

す多磁他アミノ践の彦、、域ナド.前えの宮内

fエ丞転~ ~ 7-ナtt¥し 1乙と説明レていふ。

レザレ rJ-ず、ら、 Te Y'().. ~h/ m t{とメプタμno(117与)/ユー

琵琶;6~ J=リ f号られた 200111-の柱j文雄荷物詞併

を分祈し、 7手厚/バ?f1L--¥ ¥う微Z拘の関与が、

ほとんど果、¥，と考えられる/警で，政問アミノ

政-tと亀三菱他アミ/可愛重 f並転するシとモ薮
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若レていろ。ムの?色弱物 1宇でのアミノ係修域、

の変化 l人予物Jiイヒ手 s-jJJ反おり、"主宰閣であう

うこ/じず:、1ri~~IJ. -)れる o

そニで~，;tfvで‘ 11-、微生物件エみ初期役3示、

昆詫での分解を手必わがゆ'l[三荊?気判匂くそ白採

均笥)の物沼イじj手的少角寺島程 φ柔足手英 才気携を

解明可る?とあ件、アミノ政f&章一ヤ他誠、の安Jι

右手 l匙リ L レて来駿Z何l乞持)左派態モイ干リ庇!

レ、進尾和 ;.vご斤問を支イL2tLE 現場ドエfげ

みを代め専問~ J)i支した品

J. 1与F子治祷均守のアミノ畷め才子五形態 j乙

関する持見 11-、イ可/にずの刻扱完~ I~ Fフて手広告

主 y¥.てい弓ど Eydmακ5"/ヲグ"6，;乙!t:1V!:ぞノ ;16クJ

βr似凡 ι"Iヲ1.2 ; /'1，'ねr.erノ/ヂ7之)0 O.{!iι)1Sβ[/16/) 

(J: ，ク〉ア ベ、一八、ラ海32がら得られた穆荷

物 lヂのアミノ政相^~ 1)"\弘、主的 I~ オト訴にプミを

く考動レていゐユとを見広レ F-Q ンのご変多右主

d及ら 1'1、そを?局態均j習が、海怒 ι堆角レア三初期に

あー l寸ゐ政イに還元的手f干の変動によるそ勾とす乏
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例レ た q

-7)、 ~tεγe 11 .:;;0ルど u内 1(1デ69~ /ヲクC))Iユ，
従来行1fわれていた 61V-H乙ど 1Jt水 少 瀞 沼 C'IJ. 

拍払でさ tJl1アミノ政lL少1;"';手伝す予乙と乏

報告レ、プッ磁てい前か埠レ~1宍判芯磁力b 水分

解すれば- 堆持初 lヂのアミノ磁の-:f手の合室

ず、見褐モれるヒした。

その魚、 j司7p去で 1どめたアミノ政伎を乏率良

吾レた報交:i:J \~' ¥ ¥ (つ七、払た l51')え r1-、‘仏YtjVVtJげA

らI 197けずへと、、の完t-xフッ政究!:lJi区少ぐ手5:1:.

鉱物教?の持:子市作為五レて l¥ ;シヒ賂われる

乏の/ユど )I乞令?止しているぴのiE-$1彦刀見渇ク

JJ-'fiなわれて 11!J l1 0 ニ々て。、 ニの εタのア

ミノ説会有量め侍童 j乍革める割合¥¥乏がめる

と同時 lτ 、イ国勺今ア~ /政 η えをE行/ユ¥)、

その疋芳 E推定した。

3毎?手抜境千で、 j手、表/号訴で!}主主小作現戎

均利¥、、唯手毒物守て、、支ず以内レ、j}祁令する ¥tで‘殺雑

TJ苅干者物でみゐフミニ/政 7 Iレ 7下院マケロジ

工ンじVfIがれる奇)介予1pj域吻1-tfうめ¥"1号ニと
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ザ」かわれている。

~手、令与の海7宇佐アミン物管 1--- 工フて兎?

のアミノ'磁ザ耳元リ込う~ t}¥.るニとザ萩去っT"1れて

いる (Abe/50凡と Ht\ vぞ~ /q71 ;' HtJ，.，;e ~ /112.) 0 こめ

季失 l工、伺?のアミノ磁の 3与汗性アご〉均 l事

ヒの教~D刀を明らか 1':.. Tる子冬ソ 't-tユメユ o

そニで、手片ゑでは海洋位フミン均等字の

アミノ湯浅の少Jfl調べ、‘ 〉のフミン拘管台、叫

?与?子it1t均中 q アミノ隊め傍存 f二どの雄九校

事'Jリ"[1手 作 レ て い るのず l亡フ¥¥て見祷るニと

モ目白?とした a



JL ~気宇土トのす手耳元町 F ぴ‘柄宅45云

L i-b雪氏 3考場?毒物

(12 •. 

持;)丈館宇言均す夫学三↑の浮耳元イ主il1-14"1.i.J乙示手。

ヂ主オス試孝子11-、 北方孟7ミJ手本左手亨prケ広J0) 調査

郎ラレム‘丸)乞 Fリ、 1 ~74 与一 1970 予の句九l~争の

?号、)有佳ラワ物ザ1インナープ J- - ]"1オノトをブブ

ビ二、二ティーコアラー主用いてす手敢レ?三。花オズ拭

科 11 、イ〉ナーテュ -1、午、と系リ~レ、チュ

-7、の L 下)乞ゴムヂ1--1.レて語文時間以内 }c表玖

~)~ "}守ラ伸リ、 J 却1'1その予予処完(切断r.
乾燥〉レ、イ也d)-~下 }1 -:?OOどで'〉今浮併存レ

た毛のを少折時 jτVJ兎レ T三Q 拐のメッシュサ

イズ J1-、 O.ヰタ?1t?れの乏のを使用し?と。

地荷物 E 採取レた þ委')\;考 IJ 、人為的巧そ~ -þ\~' 

Fじ較的少bく、年 Z 回jをと以にタト 7等水炉 Fる

7~ 場交替ず羽田Jj 6j I~ Jfうれるど木谷 ゑ:葉ノ

ノタ70)。堆荷物の秒以 11、 10へ /fj(!例/警 j二有

珠山の号^]:::.よ 4モめど広手 島程ノ/デ ~o ) 

ι 思わわる:Z~Yt在、 、λ山万えメ寝台¥dfタ管内られ

るイ也 1'1、 日 /j'均一rJ. 今rAyJF九 ~re仰の九危う子唯識
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物でみフ昇。政イヒノ重の存主 11-、 j手i字;;.~ CJn1廷

‘，仲'司. . 

で、 2，ケ C?11.ぷ浮 7"11、カ，.e!ず j二五すし化水素失 17"・感

じ、られだ.

1l.-2 才才、ーツ?~Îft渇均

ク折 1-::待レ先方>)メ多摩渇均材料め F祭政位量モ

下f子・ 2. ，~ 示す o うニ?三、静何万手宗教位置，氷浮

唯字毒物試料の長-r.l.Tt訓bJε1.Iこ方ミ 7す。不主)/丈拭

料 l工、 Ye'ェトl!行の海洋調査が D.Jvl乙Ylde/eev

考lτι 弓 /Cf7Lf与7~8 月の今九l~ (/ 5th cruωy 

) =-J=.フて待た。拭斜平年敢に 11-、プヲ Cティー

コアフ}と cストシコアラーを併用し芹 o 柱

オ太子色弱初試料 11、市ょにて)克明陥 J--:....切断し二

〉今萩停符 C3。ι〉レたtのを、表駿-il勾で 2i混

j乙て劫;y主乾燥し、 tJ. ぇタヲ何仰の務 l乞力、け分~JJ レ

?と。

合六手トを採取レ1乙 ~ï1スーツフ海 1-; ， テE鳥]列島
lい乞} V犬守 5洋手とι介主サ小t る緑?渇毎め一フてでで‘い‘ムリ、

f終ん百酌]頑メS幻3〆/05-斥()'抄J少

3ゐ)る O

淘 pドの 3えぷ入 lユ、テ~flJ喜々の島閣の恋岐ど
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Fig. 2. Loca七ionmap of the samples from七heOkho七skSea. 



Tab1e 1. Genera1 descrip七ionof七he sedimen七 cores七akenfrom七heOkho七skSea. 

S七a七ionNo. 938 946 919 923 945 

La七i七ude (N) 54017' 56025' 53029' 

Longi七ude (E) 148009' 141051' 145051' 

Wa七erdep七h (m) 992 180 工760

Core工ength (cm) 330 177 450 
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と/リサフ 11、ク jレッブ。水草之/才シ茅フヅシア郁夫

) Iユ Fフ て太子 7与と? すた与三ふ戸毎山夫 l乞よって

日手元じ符 jが‘収、対?為政永幸尚の一都ザ??し入

レて¥' .~ " 永入河 }I)のうち最犬めての 11、会仁

め幻 1'::閉口 7るア"-1-)レ/)I )l'~ ムソ、海管 J'-- 力 1

tJ-リ天主 tJ 号~.~乞字えて\¥ろ f非主二) /168入

才万二}ツフ f易の菱雄主~Æ 11-、汁ヲ手)r:. j:-ιべ‘て

が刀リ lhぐ、友互拘rランクトンのえjじついて

は、 !司手 lAレてえ来殺ザ最て皇子勉‘してい今

ぐんMド~dlA ノ/ヂ60) " 

4ト祈 ι係レ拝見xえす定着物試料の形紙 1'1、守

央部の)t， 9/f Cフ戸浮タデ2111) I工、合宿 /τ わた

フて(子 l字、均一 ljo!V1yk-ρルε-ð-r~ e.}1.. (7)淀管地場

仰で、あフた。 また、 ?同yI35九一yεμow-brow凡の表

/脅ど ρ~タtCrrr1) /1、 政イヒ/審ヒ得われる。天下を

棚工ど水深/お rn) め .st.r 2-3 I工、合/事をと亘じ

て/伊Itt-o/，'veの廷豪家泥7金持初であった。中

央手?の 51.938ど:;Jc)-手¥ク'601Yl) で‘/立、表面市、う

之()c例メ雲寺で‘が dtAtyfぐ-{)/tlve -!r.ef!.ハのシ jレ片-

:;/i管堆毒物了、 20 C111.収来で /1-jray，γh -1r~的

電炉



i 18 

のう ν ト ~J尼管あ，;ぴ‘流管の堆?委均で‘ 1t; フメ三 e

閉じ‘ぐザ犬切のプ工作f ど 7k7手メ ()70~) 7・，11、

li<J号ずら(60ζ?従来手で、ず、/乍hf-o//veの長寿荻

37尾堆積拘であグ、 60C?アtYλ授は、/タI2t-o!'/le 

の泥lJff椎荷物 F‘JrJフ?三@京都♂ 5tタLf6 /ゴ、 J包

のす式紛j乙ドヒペて;f均一芝ナザ¥‘目立つ。表/警ずら

政 CW17手7こで、 JJ、 。んIUE 「レ ~fht- ρ//Ive め泥管堵

舜初で、 b~cm J，x-i手で、 l玄、之ρぺ〆仰 um ニ、、じl亡

ん'f灯 -ol/vf.ノ dtJ.v!<-o/J've -C;- y-e.e九ノ ifr~々h -ifreぞ川の

う jレ卜ー汲名7・3/jvト'f シlレト一元管と交

代レ、 /θoc例/ 仰cm.)警l乞 lス 該当子堆字書仰やい3Z-

められ?とら

JL-3 明確水

問権ノドの昨敢には、 いづ、れ η言夫幹tIc.フいて

て、ス停四才z裂の〉今J宗五/じ分綻伐を問 It て、

B () e ・ rO づふ問 • /0.000 回転どμ O{J0 C;-) ~ ~こえ

て周知ヒ来初をふ前し完の工法Jtの問権水口、

す}"f十ぐタ'1(方プシア lレ j乞衿レ、夕、学心:乏のに

フ¥¥て 116-尽/どグヲスブィレターを f司，，て JF
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&レ伝。 ふの方ゑで、~靖問ヲCへ灼~ tJ'~ S 

今/タ，yvfdn間際ノ大が‘待うれ昇。 間博オぐす末敗後

タト祈ヨ予の芝月間 rJ-、 50Cで珍蔵、得力レメ三 a

， 
， 



! 20 

1iL づト折才ゑ

]L-1.. ;有授賞三j矢蒙 21素

地者吻 l宇の 7月党終決うをあーエび¥乏うき jコ、 ρ，.L5 

?y閣の傍 I ii-~レケメ三茨粋 j乞フ 1 '¥て、 ヂザコ手作製

め門下 S-VO 宝 C.N7ナクイナ - L用 1Iて用崎

え窒レ?三。拭耕 J1-、か0'-""'/ρ00似 i.~狩好しで

同 1"左。づい祈学~Î互について (J ‘ヌ交差 !τ フいて

は、的土/外、 3i秀てい問、内土 2 件の核k乾

)到でみつP-o

][-2 会アと/政

地?毒拘宇のアさ/両互の係をあ、よ仏、.イ周匂のア

ミノ倣量 ιつれでは、以下め 7F5ゑで‘免ft'え

をl行刀フた。 ρ，之タ ?i1汐tの務を孟&レf三 乾燥

格予言拘拭料之~ '3 d ~持秤し、 j勾本室付制ぞ

のがヲスア >-7の jνl二入れ、試料 I~ J乞つを、

10似イの 6N-HU1::. J} þ え‘んL 刀、‘スで‘ f づ~~羽;ÆL

Jkf友、底討レ 0，、/bo..th fずで、 (tJt"o c ) 2/+持問加

オくみ締レ?三モのを tf有/C! 7ィ lレタ-1: 1司Ilて

汐あI} レ、 F73えを pH之、 Cヘ♀¥2 /τ 調笠レ/三後、イ

っす〉交段街路どOoweXt7J W~ λ 6'， ID 0八ネ.fJ() 1J1-e t!L I H 
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fypι) を伺¥¥て脱極β 児レメ三。試粁3安中のア

ミノ磁 11、イ才ン交換銅月五作成造主てたす災、

0，0/ N-μばてい pH2、θ~ふ 2 1-=調整レ、相月旨の向

s-1官室め 2N-NI-/，併ρHを用いて法t，-tぜこア三。 こ

の試料;Jミ1.t;. S-oι 双下で為政'7i乾回レ、キ委:笥

イくゲ7Hflこ悲静レ、 pμJ‘ρ'""'--;2、之 1=調整したその

豆、 日支繋 {'ff.ウラ~ 094 ~ 7友停フ O_rr_7、、ラ y

z用いて、 f1oOr-ぞ -5"te/n. ;~ (1ヲsー1)の iJ;:義法で'

Jt ~1主-夫君~ ?J rjコ?三。ニの才法での伺令の

アミノ磁の緯リ丞レ少祈持及 Ir::-ついては、

7がた之/二ネレたー

以よニの操作で、え孝之れるてのをゆ区分ヒし、

抄オくづ争解均 tq-戸/ど 7A )レター??戸初役. ラア

鰍1:-J~ f安フている国羽弁 I'J.蒸管水で沈5争後

乾燥さ二也¥ニの試料 I1 Ie-フさ散々rl-tのタパ1-

flJ1寸 βIN-HU;容渋 E添加し‘アヌロシピ.1 ー

カー lずでA片問、昨ャ抜 VIiずら衣置し 鉱

工鉱物の待 JL手会予を技場Lする。 ニめ拭料を乾

燥後、 j再7J、‘ oN-f-IU I飼いて加水分解 Eけな

い、 ω)区介と l司採のテ l慢でアミノ務分析 19J 
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3 . 

句‘ 可ド

Table 2. ~ Analy七icalprecision of individual amino acids. . 

Amino 
acids 

Asp 

Thr 

Ser 

G1u 

Pro 

Gly 

A1a 

CyS 

Va1 

J 

S.D.骨

2.8 % 

4.4 

5.6 

7.3 

2.6 

6.7 

1.6 

2.4 

13.9 

Amino 
acids 

Met 

Ileu 

Leu 

Tyr 

Phe 

しYS

His 

Arg 

(Ave. ) 

S.D.普

8. 9 ~~ 

7.5 

7.6 

8.5 

9.8 

4.3 

6.1 

6.3 

(6.3) 

普; S.D. was ca1cu1ated from the repeated 

ana1yses using the equimo1ar mixture of 

17 kinds of' authentic amino acids. 
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td- フ f三。~ i{L t (13)区タヒ二レ先 o

汁.94-s-~t}宗〈不べ、ての足以試料で、 1'1 、 (A) ε

ク Eアミ'ノ政終をとレて敗リ採ザ¥，、デt.rチタ
jτ フ¥¥て 1'1、(1)佐:分ど (s)fZ分♂合計そを会ア

ミ/磁をヒレ岸。

JJl-玄問?糾く lヂmア〉モ/ユア慾 2L蒙

間搾'Jてすのアンそ乙ア復基-t孝 l心開レて 11、

再妻、CiJオくで‘泊者登)--=-務紋レ7三科学t1 I ズ1・tht/1YP/;"

とたんたch の才活~ (.丈jミレ戸三f1c1 f5U ht1J a.と/し~tJh/幼uYíi

C/ヲ74-)の才;t，.で‘'-萱レた a

IIL-4 ブミ〉政 Z プ jし刀之政め単語監

γ位揚物かうのプミン政あ1 ょがフ JV万二協の洋

競走以下の浮rJ.すゑで、行f手フ売--0

0，バ m仇の五与を五基レた乾燥7g渇吻試判的

pDj-~精秤レ 1 円筒 57 紙ど To)'o j//fer ~〆y;Vø.~)

J-:"入れ、 ソックスレー袖 tt悉 E用 l}、べ、ンゼ

ン‘メア I，- Iν-ア乞介〉汲イ会決どタ，./: /) l 

試料の約 /0イ若宮入収、例外仔手間J呈役抽出レた 9

7湯浴 c1)之進友 jプ、 70 -ys-Dc ~待持した。 ニめよ

うf手方祇涛球ρJrJ=- よ、て、 e'jュー〆〉ど
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b汁umen) と呼 lゴ小ゐ均 1f~ 劫出稼去し、局者

Eデシケゴアー守 lι て減圧乾燥レ、三角フラ

スコヒ手与す o ニサ1.I~_ P‘/ん1 C tJソン政ナ介 y
ウム ιρ./N 氷局長イヒナトクサ向め議決 (Jみ/:J) 

E 7夫、料の伺 10作差万Uえて、片勺扱うを 2 巴f子F、

う、灼 24B-守問ア lレカヅ抽出レ?と a ニの埠 j下2

4 回繰リ忌レてフミン物 tt の財弘波~ r号た a

:;， (/) Fうj乞レ了得られた神弘決 ptr乃IC! アィ

jレターでFFL亙レ、 ;751そE三豊zえ房設で pH1)乙朔整

レ?乙後、 ヲO~ ι o() C 勾 5Zf谷でえ孟没後‘灼 /0s手

間!~孟で'オ文1Iレ、 3史~ll 裂、r;\'レ昇。

ニの茨城初 LF-く水7え¥1 レ?乙イ及、島 iぐ少艶

レ、 ;AJ主乾燥レてブミシ政拭引を得存。テ本丸

!ず)-::..委設、っていみフ jレ万三政区少 lユ、 i乏ヂ行後滅、五

乾燥レて回停ブ jレ才く政試粁 Z件作。 づ少》祈チ恥)1

の痕零 lは1、 戸II~ ‘ 3 l乙万二レたとあ‘リで・eA;与。

IIl-!i ， :クミシ政とブ jレポ房長のえ蒙づトヂケ

プミン縦約 Z 初 1.h 、 F び、ブ lレ;r~磁灼タ 111;

E狩好レ、 1ur事件裂の MT-2.. ~ C， H'Nコー夕、，

ーを伺 I¥て、来季 オ〈李 主手の j可斤Jtそを
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司‘ 可炉

II Dry Sediment (く 0.25旧n)

Extract with Benzεn.l Methanol and 

Acetone (5:1:1) for 14 hours 

Extract 

(Bitumen) 

Residue 

Extract with 0.1 M Na4P207 and 

0.1 N NaOH (1:1) for 24 hours 

(repeat 4 times) 
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Fig. 3. Sequence of handling procedures of humic 

and fulvic acid. 
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行/子フ件。

nL-6 フミン磁ヒフ jレ工面長ザじみアミノ ax
フミン磁‘ 7)レ不政各 2-0ヶタ7!1; 1掲秤レ、

訊料 tO'111ifr乙フ弓、 /?VlどのるN-1-1 U. ~ 71))え

て、之4片周知オくづ争解レF三o 1JTイく少併は、 z 71 
力、、スで満たレ?三色封 1t内で /tJ5""0 c' で‘行 ηフ F三 e

1J JJ オく少解伐に、海流 ~.Gr(i/d プィ jレターで';y

4昆レ、 5Y5夜Rhえ政デ、三/ケータ -tfで亨乙国立て

戸三 o 〉れ j乞、 pH 2、之の I"Lン隊後街;，~ 2.111e ~ 

加えて、 θ1:014苦渋停?tJマ jーグ=;7 [ ff) 

¥ 1 でえは・定量モ行/J-っ戸三。

N--7 フミシ厳じフ jレi1ぐ訴のすト汁どがえ

ペ少手fr

7ミシ面ZZ プlレi1二、阪の-PP水令解前係の乏の

を3夫幹トピ/レて、みマヲワアld器汚 E狩秤し、 7cJO

q判Fの大β十 jτ 没入レてえ少汲令レ、イ定文紛れレ

?三てのを月党，気レ与が1 ら斉]~をずけ注明刀会主有IJ

I {子リ、 B不介光ネエ裂の Ds-10 /芝手jr少兆

どがヂウヂ気で・少子~レ?三。
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lJL-8 堆舜拘 lヂの生物足乙涼三/ソカ

地字書拘!干のま拘忍芳三/リ力のえfElZ、 HL1'rd.

(/q73 )の才法 I-=-竿じ， [4.す江フ/三 Q す与ゅう、

2-0 """'"タD つY11-の地手毒物乾燥訊粁i心/ユゲイのタメ

/'11ιCの湾流をポi1J/J レ δ~"6 で'$-時間、時十碩

? ~長て乙 Ti- 1J'" うす文蓋レ、返しI~少都レ先後 ι: .1乏巧

ザら/ヴγt~ を万えり、 再委今gjぐで・ 2-.夕刊イ l三スス

アッ宍レメ三役、 5tn'c)てj内Y10l どPa.rsonSC/ヲbJ>)の

フタニ去で'jE萱レア三。

lI[- 1， "1修毒物教手の二妻比重

乾燥 ν九地手造物試料ラータ F芝浦好 CW5" 仁

す長)レ、 そのす式炉t~ {(，oクノメ -J -):::入れ、

表~rÐ ')ド五約yz-守で， P 'rJえてザら、気テ乞 L1手ぐた

グ) 1ι 均三谷 i宇て“叶令とこ~ 7ノメータ - l抜リ tJ11 \'~ 

ら、 /D づい間以立二局ぃ 3やす~ 1) μテ51L十"-t-乙 d フノ

メータ-1-.t I邑予でオ丈〉今後.妻、匂水 EF角完し、

会宝章ぐレtノム)ε 測定する。 攻作. 内容ト初 Z弘

レ、よく?え汗レた後 再11ごt;'Iノメ-1 -1 

2Z15 3ドて‘、?角点レ、 Jそdイ士宮室 CWバを岩']え矛

タo じれらの j制定短乏伺 I，‘〉欠の苛炉 Fって
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唯?毒物件予の J雲氏家モ求J)件。

パfr妻此芝)ェ Wi 

nL -I D 堆靖拘のノ合水苧と間博苧

t[i 1香均の合イι若手 11、 J2とネ73当ソの返事fE

t-tリ、え 1<:t弘レ作唯弱物粍予の 31Yじ雪 Z

F 半住居帯当グの 7Z管室 z竹/ν 、タ水孝と ω

ノ合泥キ~ ，f とすると攻今井β 亥句¥...主( L，; ~へる。

r J ナル ω =ル
メァ ω ェグ

レこ?、/与、/てυ ωL.V (').探究T T'み3ず吟、 f

と ω~\~l~í二年てのをみ唱

問?李主子(ダ)(J. 手j主;}1寄与ツ l心イ含号わる/切

搾オくのを之 [W。、予11ヂ若手今位予のすき eJ()とF
5と、次め実。、ら Jごめる Lとド、 F乏る。

〆=(ω0・q~ )x /00 f (010) ( I.IVV~ jN /' ) x /00 f どう10) 
l {))d-;会千心ノ ノ

JJ1 -/ / 向7EL，あえ下で、勾差内実玖

精子古物中のア三ノ阪の初完イじ与問 tJ\~えl\‘支

J に~認と矢p るため Ic 、柔軟安門 1--:.. 南芦;(1.縫を



l 之9

作リ ιし 7孟厚手"J=び、友た片岡之友えた手作

下でのタ街宣 1>'f ぴ変化並?を f ア三ノ脱勾\~1L

T'A、 t1Jt:)， 1 J-f先。

。‘clS仰例のメッヤュ t~\昆レT三堆干言問拭特

約2-}を精好レ、現場での令キキ)，...-乃うす手 lく

J}~悩))乙 Z 抑うした試料 Z 、 /ρ(J1t1.()与を η 新玖

下製作7ウ繋の/[-J--フレ -7'、(t)JovkfYe巧， 30ρ 

バTH、wovfく temf. 300 () t!ノj乙入小る .Mカ'‘ス 7け

え与え主的[2-D気五ヒレ戸三後、 す-}-クレープ内

の空気 Ll乏¥1 臥す。持~ QιレZ白この 7手作 Z

1T n-ヲ z 、本え芸内の生気li-IY.φ00 気えとし

た4及、 j再び八12-グス 2用， 1 ・て ;00 気圧子 r~ 万o}三

する唱 乙の才-}-クレ-7¥、z場戸谷あ'J:び、 J電気

jf~ で、 L/ tfJど方、づ /5-00ど 手て“の -，Ztぇ五ノ支 l亡保

7、 /片問あ'fび、 3斤問反示、さ吃戸三 9 7支太.，.¥終

了後、 zzE手で、冷却レどから月五気し、試針モ

男女ク払レて冷蔵作みし戸三後、イト界TD苛j乞尋芝575

オく t加え。歩合アィ jレター Z用いて、周知と域

問 2 づいおレた φ 眉泊予J~ )--:..フ¥I 7 11、 アミノ政

絞をとイ図々のアミノ阪のえ)J'~‘えを乏、未知
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符 l乞フ ¥¥τ11、 アシえシア賞与ををすのえをモ、

炉i£レ戸乙t.ゑでえれバサ1行TTっ?己@
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TV 移築

rf-I令、有戎終i矢季 2Zffのづ¥存

J-6¥: P賓X5考場手者問

靖氏意安定矛号物中の湾戎能米ヲF 31教の会UZL

ふ浄 J1 I 戸 I'~I 4. Iτ 示す手/乙、表/警で j有手持~来

号t/-;]: /8η/if ·季ヲ~ /1 2.6. 7n'f/ (;'"C' eb;ヅ、 表/言力、

らネタι仰 t)警矛['.Iτゑ蒙 17:.. フ¥1 ( 11向付メ‘ z
-f-Iτ フいては灼 μメの城、タをすごレでいふ。ニ

の層的での安代 rJ-、主 J--:.. 叙~物)--=- Jるク解じ

た‘われる。ュS-(q旬以 7手で、 j手、米 l ず /ρ ~d/~

217i ず、メ ρ ?113-/~の佐を仁リ j手 lゴーたとlJ-コて

l ¥ j三 o

7可按終ゑ号車ときLf案の厚手メビどは下 VNと却を

す)I工、表メt("の 8tJ'ら之S-u1Yl山手の ;2-1で、

湾rr増レていた。〉れ r1、地荷物 l宇l"J7-i育費総

をイをめオザ、 来安~ ;. りてすケヤずにさえ戎北三

れゐ二/と E去二レている。

1-b 才iTス/ツクテ与す住渇初

才iJミJ ツ7場唯荷物ザの 7旬戎終決意と z71 
をのをじ~づい11 を IG\ t){ 3に万二レ失。撤斜すみし
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40 

dis七ribu七ionof organic-C and七O七al-N，

sedirnen七 sarnple frorn七he

Ver七ica工4. F工g.

ra七ioof C/N in 

Funka Bay. 

and七he
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fJ<)をでの酒手実物令清量の最モタタ ¥1 (J) rJ、長乏j募

荻認す住靖子習て、あるラt.923 JJ'ょが st、?付で・ムク.

7失蒙 j72'えρタ19-/ff... .1季で 1'1之タo仰Jク?ふフ

?三 Q ~也のち庇管堆肴均 11 、 あt京£的決意で‘/与~

/7ψタ， 主撃で・ μ"-"/189ヅ/J.(/)乾閣で・ムフた o

iTL!的 I-=-1'1、 いヅ~の手主派試料と/1--ゑ/種多予

T最も 1司教?長であ Y、下す Ic.向七、って激サ ν

てゆく傾向ド1tられ昇。守次計 1-:::.位置可 3->t 
9 19て‘ 17、表/をの有戒免三月三季最 IJ: /タ例7/~ て、

み y、 け m 浮かあ・ l¥て s-~ 6 ?11;/J予て'減す

レ、それル~~で、 11 I手iz--;之の但じtj.るoA椛

終撃手量 11-、表危の/、之 ')11J/1- ~' :;ラタ一安易レ
tiドら λ0"，-/、/?YtJ1/め忽乙/手ゐ。 与'/jV17、堆

荷物凄/警 Fク八 3m?手手子乙ぞれ次却で'口、

P月格。美果iV'";;.ナうれ、工/署幹て。 11-Iρ----(夕、 下

/警者?で、 f1内 dでふソ‘下す k 向ずって与/八117

矛う\~7 レていた。

ヌヒめ争?のアく託手間1:-/--=-位置する st‘ 12-3 11， J1. 

-浮敦泥地手毒物で、みリ、え)-::::-早ベ、夫操作仰の叱

美 l~ 比べて病被問金有意 1 1.今\.' 0 現手女態決案
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Tab1e 3. Con七en七s of organic-C， to七a1-N，and七he

ra七ioof C/N in七heOkho七skSea sedimen七.

S七. 9工9

Dep七h 喝、 Org.C To七a1-N C/N 

(cm) ー工
mg g 

0- 10 15.9 工.24 15 

工0- 20 15.4 1.12 16 

20- 30 工6.9 工.06 工9

30- 40 工4.工 0.95 工7

40- 49 20.4 1.26 工9

49- 62 9.19 工.07 10 

62- 70 7.75 1.10 8.2 

70- 80 7.91 1.15 8.0 

80- 95 7.9工 1.2工 7.7 

95-工工O 8.89 1.34 7.7 

110-121 工2.3 1.25 工2 ー』話

12工-130 工4.7 工.26 14 

130-145 4.74 0.82 6.7 

工45-160 4.75 0.83 6.7 

160-170 4.82 0.84 6.7 

工70-工82 5.05 0.95 6.2 

182-195 6.09 1.07 5.7 

工95-210
.: 

6.03 1. 07 6.6 

210-225 6.26 工.12 6.5 

225-240 6.32 1.14 6.6 

240-255 6.24 工.工6 6.3 

255-270 6.18 1.15 6.3 

270~285 6.26 1.16 6.3 

285-304 6.38 1. 20 6.2 

304-322 6.18 工.16 6.2 

322-330・ 5.80 0.80 8.5 

， . 
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Tab1e 3. con七inued.

S七.923

Dep七h ‘ 可ド org.C To七a1-N C/N 

(cm) 一l(mg g .....) 

0- 5 工9.9 2.90 8.0 

5- 15 20.5 2.96 8.1 

15- 25 18.6 2.75 7.9 

25- 40 工8.2 2.62 8.1 

40-.55 17.4 2.37 8.6 

55- 70 16.6 2.38 8.1 

70- 85 工6.0 2.31 8.工

85-100 工6.6 2:38 8.1 

100-1工5 16.6 2.3工 8.4 

-1工5-130 工6.0 2.39 7.8 

130-140 工5.3 2.30 7.8 
， 

工40-155 15.3 2.18 8.2 

155-工69 工4.5 2.工工 8.0 

工69-177 13.9 1.95 8.~ 

S七.938
一
0- 2.5 14.0 工.66 9.8 

2.5- 5 ー' '13.7 1.62 9.9 

5- 10 工3.9 工.57 10 

工0- 15 工3.8 1.49 11 

15- 20 工3.3 1.40 工工

20- 25 14.5 1.42 工3

25- 30 工8.4 工.58 工4

30- 35 16.0 1. 42 工3

35- 40 工5.7 1.40 13 

40- 45 工4.8 工.40 12 

45-50 工4.0 1. 21 14 

50-55 ， 
， 8.96 0.86 12 . 

95-100 9.36 0.93 12 

工30-135 13.9 1.15 工4

170-175 1，3.8 1.13 14 

210-2工5 14.5 1.1工 工5

250-255 13.3 1.0工 15 

290-295 9.38 0.80 14 
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St.945 

Dep七h Org.C To七a工-N C/N 

(cm) 
令、 -1 (mg g ~) 

0- 10 21.0 工.48 14 

30- 40 19.0 1.23 工5

60- 70 20.0 1.38 15 

90-100 12.2 工.00 工2

工20-130 4.45 0.60 7.4 

180-190 4.35 0.59 7.4 

310-320 5.04 ‘ 0.7工 7.1 

370-380 5.55 0.73 7.6 

440-454 7.04 0.8工 8.7 

505-515 5..60 0.72 7.8 

'. 
S七.946

_. 

0- 15 工4.2 工.78 9.3 

エ5- 30 7.27 0.69 12 

30-41 7.4工 0.46 19 

44-55 7.85 0.99 9.2 

55-62 5.72 0.60 工工

62- 75 
d 4.89 0.50 11 

75- 90 4.94 0.52 工工

90-105 3.8工 0.35 工3

105-工工8 4.41 0.47 11 

工工8-工31 4.32 0.50 10 

134-145 4.19 0.43 11 

145-155 4.63 0.51 11 

155-165 3.66 0.43 9.8 

165-177 4.17 0.51 9.7 

177-190 4.41 0.53・ 9.7 

190-200 ， . 3.62 0.43 9.7 

200-213 3.98 0.49 9.5 
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あ'J=び‘Z7iiτ 、 君主ノ警で‘|手々小汗~ 2-0例 J-/J-、

A‘/ ?X{ j 7 ~"(，あリ、 f茅戸支ヒヲそにゆるヤザ j字減刊少

レ、ヲ長チ居どj，7 rm)では、そ小子中長/警のう多

め佐の/半似~/r;， ~. 0 ?UJI; ヒrJ-フて，¥j三 a プ呼域

経茎号1め4T;~I分 11 ずら見る ι 、ゑ/号ずら 01 よ

φtまでのイ絞ま物 J'=-rる少解勾殺しいノ脅と、 O.s-

m T、4 メ37J1手 C、の比較的均一/J.危、あ1 エひ、、そ

tk-y)..:;手のゆる寸pが，C 滅、r1る/警めラ/脅に区タ

すふニ乙ザ、でさる。 与/八//1、/1I -;}-，.会/雪作わた

って 81/ で‘ムリ、肩飛鳥友委じjZJをド閉じ、以

孝で小南存立れていみニとを示レていみ。

守直与野)乞イ立置する 5t.tj 3 g (-¥ Iτ、 羽子有終来季

差7iとも、 l手jず同じ会J;l!少iFfの/けーシをと

フていみ e 表/警で、のタ荷量 J'1、それぞ、収 /4-tf117-

/í 、 ;'"sS-クも~/$で、みつたやや、戸手 7ミヒJþ，τ滅サレ

5 ?tt )警では、 約三千少t'J8似;/;、 0，7s-1{Yl~/ I と広

っ てい作 9 ら/八(/1、ゑ/脅でめ約 /01J'う次ヲ r-

予活力Dレ、 ZL??のすが Fリ注ザ)'"=-少栴主れてい

ることをす、レといる。

l宇失約¥-=-位置する兄、作タで‘ 11-、/べメ之 n1-J脅
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j三丈さバキャッアザムリ、表層ぺ/〆外1)手で，17 

洞ヂ穴熊支;者で/之，2 -ム(，P...~~/J 、 Z7fで'λ 00~ 

/、 lf8 例 F/3 とがι表的南場汚であフたド‘/， 2例

以キ最下/警都内 ι/何?手手で'、芳:罪で・タ4.......ヌρ

汐1!/~ 、 22孝で 0 ， 6 へ o.8rn~/j と夫をぐ湯ぐすアレて

いメ三 o 与/八I/1、炭層ぺ/仰/脅で， /ユ九/夕、 ア/安

部で‘城、少レ欠Î-8.1め乾胆?みつ 7三晶

ザうた字弥刀向子 γ ッ刀半島者リト予位置する

5t、qLfbでは、苅戎終男二軍 乏素乙モ表層力、ら

0，タナ11 1-で Jc.依 Z初 J--=-J::ゐ激レいみ併 Z安け

てわ‘リ、表/亀の /4?11d /Cj、/.8タ?1-1多/#か¥t? D，向付

〉K7手で、の'-1-"'-タ ?Jtl!-I~、。.L!- 化 ρ ，壬 ?1/l~1;-へと lf7j今

|午現{タレていた。ら/八I/7-.茨易から ρ，5-例字

l" /1安動ずプにさ¥¥ 17¥¥ρ‘s-m パ浮て、、 17qベ、て

/0べ 11c乃乾闘で、ムフ T-a

庁一之;アミノ駁後をの1';JI少汗

之-?{ t室〉(:?を埼湾初

者~ 7~棺荷物 11'のア 3 ノ厳然-4去の多431少存

|ユ、 戸1¥手ケ jτ 万三レた採 lτ v<尾で、め向 S- ~~/I
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c.. 
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Cコ

20 

30 

and七heacids am1.no dis七ribu七ionof Veど七ical5. Fig. 

from sediment sample amino-N/七0七al-N

七heFunka Bay. 

ra七ioof 
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台、今 11JずさL続的)乞域サ ν、最下/号ど乙こでは、
ヤ，

20-30ω?J?j1. 的 2?J1'/jと/エフて'¥1メEe

令7問所能量孝章 l午 ιめるァ三ノ訴終zTZ撃

の喜q~、\ ¥ I手、下"1-・ 41ι そかレ存採 !ι 、/会/脅 Z

aジて|子 lτ‘CJ.-2.- 2)ゲ。?みリ、 会7両手各終をう患と

ア三ノ政 m介軒並方ザ¥l字!プヰレ，，乙とを示し

ている。

2-b 才;J二 J ヅフ f号堆肴均

下f千 b}乙力二レた砕ド‘ フ「万三 J ツ7:J子株荷物

で、 11.、アミ/政除雪 1'1-分祈レ作会拭料乙モ、

~泊ヂ失態ををの多芭分1t ~i泣く似た傾向乞永

レ、表Yきで 11}数レ¥，微生物少栴 E委げるたふう、

J I~ 伺ザフて急減レており‘微 Z物浮動 rF冬

7 ずる乞鳥わ Lれる?字ゑ (tJ， t~1、 0111) 以琴で• 11-、

滅、タを 11持品i乞/ト主くtJ-フて¥1た。湾城、ド F

るす包字毒物咋のア 3ノ駁令石をめ美翠 iづ‘ 1-1:. 
フkでのプ再欺初t-走をじす箆渇籾守て、 n令南与をの

1，易~t7え吠レているそ m と尽われ弓ザ、イト問

介祈レた試料の守で 11、 d柔軟泥地柔言問カヘ 6
t¥‘る a.923の表尾行て、、、会t共料守系斉)1互の 8.3
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Okhotsk Sea sedimen七s.

Fig. 6. 
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テ11{/1 のアミノ厳ザ、合守れて¥.¥六三 Q イ也の拡;lt

念式手ミトltI~J1 、 ゑ/事|じわ¥¥，てモ r三や¥死力、 Z んヲ

例.t1t 0 アミノ房.~ I /合 hr乙 L混ざ、、九カヘ 7 作。

づト祈レたすべ、てのヂ主点試料 1でr1、 チ紋笠吻

浮動ず、ts~ト 7 レ F三じ思われる/署内でめアゴノ政

萱11、表層的約シ今 t-Tふって P り、工色j哲学的

斤問 Ef生ι域看吻 IT今ア三ノ磁停骨堂 rJ、堆

渇直後のいわゆるアミノ磁初期裁?を j乞依7ちす

み弓のピたわれみ。

万枚径を孝章作汀するアミ/西友集をよををの

与1]令之、才不一ツ I7考地褐均 rrのアミノ政平

均分子量 1/6 t m \\てす1~ vr三 9 その符果、

分祈レたすべ、てグ)ヂ主点試料で、戸I'~. ワ jτ 示レ

j三採 Ir:::.. 、~ノ聖であく下 I--=- 向かつて致、タする局

何ザ、'1わゆtた o イ図ヤの手主派す美子十!乙ついて 1iる

ヒ、 st. ?23 ザ、~屠でヲヲ、 6 ぅ4 ヒ令拭宗寺中長そ存]

¥ ，イ直てh あっ;完/ザ、ぅ手-xぜ、婚す lc..-つれて急減レ、

01 タ7n.以ネ子向、/タ~17D/oと刀っていた Q 5t. 

JI{ で、月、京/号 j二九 1I 1τ 之Dぅ10 ~ tめるザ¥ / 

ヲ代以来で、 /1)-へ f戸前 f支j三科グレていた。 5t
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タ38rJ.、減'ターのゑ令¥1 iJ'"μ政争ヲゆる f七'1、あ

るザ、表厚め /70/0官、今 /0べ/♀メ前冷へとポタ

レ て¥I j三o ~t. 71!-s-11-‘表/雲行で'2bメと K較的

夜]<、 λ之例ユメ;fで‘伊、 1 ~/O メ j乙急ラ政レて

¥ 1 1三。 分、作6J1、 奈F脅から/ヲ利子では、 /タ~

/7メでみるザ、、 /似》欠7*(¥' /1、5-"'-b外矛[-，

jτ 矛火、タレて'¥，作。

}IA J:-巧てをた祢 1-:...、 7不 r ツ 7;毎?なヂ意向ザ

で11-、ふヂ主派試併の工ニ局幹 l予おける令為機長

を葬 1.-:..ちめみアミノ磁絡を孝の客IJ令 11、 /s----

B].6 ψどヂ咋 23りも〉、 1mデ手以下でタ九/之メ

C平均 10ψ) で、ムフた。 ニめ寺与え!工、徴主平方

j三 ti て利用ヱサ1.~ ¥1 亭下少ず、唯褐均ザで・、

荊戒免室~イじ合物め絶対をの今募 I'=-- F-うす¥

一?との九キ(をと扇子究終を雰 lユ己めるア三ノ駁

換を 1~η 字1}令ザ、約 /0 10ん)予で子育雪之 iいみンと

を及政レて.いみそのモ匙われみ o



]V-3 アミノ磁の飽7スヘ芝ィι

ヲイち稜匂棋がアざノ磁

0:. .~;に場rt偉ヂ古物

( 45; 

v雪スヲ考堆渇拘 rヂの個々の蛋白字幕戎アミ/司支

の夕方 1-TOi blぞμl亡、アミ/政他夜メιのが芝刈

tj， 雪イヒモ下J'1.8作fFレた。今/脅芝、乱ゾて 11児

アミノ説め宰，I令ド萩モあく、表/宅?の 6q外γ

旬、 T尼仰の σ-0)0 手で-f手?去と茨 1-::-新城、レてい

た o 政作ア三/税と Y昆芸協ア三 )，~矢)'1.、ß.)脅

で l予!プキレ〈、ヲぞ)~約/タψ であったザ\ヌ手放

ヒピ/そ/1心的 'Hr ア~ )政の相河童ず得仰し、ラU

ゲ。卑く J~万って \1 色。宇EL差 'J'~ アミ/政 11.、~

主的 I~ Iτ とんじ.変動1イ!-l'¥ /ター仏前後であフメ三。

ず菅浪アミノ蔽)立、浮7ゑI-=-F-る他的¥メヒ勾〈変動

ず巧られす‘会/警を孟ジて約タ ψll:iMてい

た。令zTレアミ/厳)1-、井FPらい?校J量レ七、合手 1れ

て， 1存布、つ先 a

b. /f if --ツク f毎7色弱初

才れーツフ海地弱物!宇めアミノ政抱あ〈どじの

必苫~イじを戸，'1-. 9 0..101 C.ノAとl二手し昇。 st¥9/9 



ー‘ 司炉

Tab1e 4. 工ndividua1amino acid con七en七s in Funka Bay 

sedimen七s.

Amino acid 0-5 5-10 10-15 20-25 25-30 
(Jlg/ g dry sed.) (cm) 

Aspartic acid 338 434 546 383 .3工4

G1u七amicacid 388 385 350 307 275 
-圃・ ー・・・同開・ ・・・ ・・・・・・ー・・・ ・・・ ・・圃・・・圃 ・・・・ ・・・・ ・・・ー ----圃・・・・ ・・・・ ・司圃.-・ a同町..園田・・・阻・ ・・ー ・・・・・圃幽.-.田圃・ ・固----困・・・圃圃圃 .祖国・ ・・圃 ・・・・・ ・・・ー ・圃圃圃・・・・ ・・・

Threonine 384 29工 283 224 工51

Serine 413 320 272 250 工56

Pro1ine 321 245 245 158 81 

.G工ycine 611 493 489 335 243 

λ1anine 405 287 341 230 171 

. Va1ine 322 225 195 170 113 

Me七hionine 31 25 21 15 3 

工soleucine 211 145 133 108 89 

Leucエne 337 228 186 142 118 
g 

ーーー守ーー圃・ーーー-.ーーーーーーーーー自国ーー・ーー，ーーー・・圃ーーーーー圃ーーーー ーー

Tyrosine 78 43 36 34 22 

Pheny1a1anine 218 211 167 126 63 
a・田・・・・・・ ・幽・ー ・・・ー・・・・ ・聞咽圃.，・・ー ー・・・・但・・ ・・・・・ ・・"ー ・・----_.聞・・ ・固・・・・・・田・・ ・匝・・・ ・・・・田 -骨司自固・・ ・匝・・・ ・圃-- .開園・・ ・・・・ ・・・・ ・・-・ ・・・・ ・・・・・ ・・・剛・ ・・聞..聞・・・ a固圃M・・幽圃圃 圃固・・

Lysエne 308 211 228 190 104 

His七idine 101 61 67 53 23 

Arginine 307 223 218 159 68 

To七a工 4776 3821 3377 2883 1993 

46 
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で l1-、 1ナ f~ ア~ )政 11今少変動し刀ドら、会

~ ~ ~ t)'て灼 lj.D"'-6 0ダo z Eめておリ長宅今ず

っ作。政~'~アぞノ政乙極tJI主アさノ駁 11 会/警

で、並羽閉め少汚モレてあ‘り、表/霊力、合/、 f

171.芳子?、 11、磁リ'1アミノ磁力r相対的 j乞今 γフ

作ザ、、ポノ宮で 11並転レて予:&t-tl)'~ アミ/践の河

対的埠抑ザ、乃られた。治子手寛之宅ン両 jちを/合討

すると約ω弘と刀フて t1 1三。芳香放アミ/両え

と合成レアミノ級 1-:..-; ¥ ¥て 11、台色河をザ、/ケくは

っさリとし 7乙化要向|手手巴め ijずっ?三曲

~， 723では、 守11fアミノ房変11表唐の 60今らず

少次第}-=-滅、t-レ、最下/警ど117m) で‘ 11-.向か

う10Jc-tj.フていた。隊，rrアミ/政と均五茎1)主アミ

/政口、ニニで ti.乏相闘のみ万?をレて λ1リ、

冷計すると念停η約4-0~んを/らめて \1 罪。元ミメ言

で rJ 極菱，，1 アミ/政ザ約 zタゲ。て円、政~"ιアミ/

政め灼/ρダo 乙比較して菊レくみザフたず司、 ρ，タ

ペ μ mJ警で 11---i足並転レ、阪はアミノ厳令、、Y憂

題、していた。/111以深で、 11-、再び場基 f'fアミ

/級ず拘対的).-:-Y準抑していた q 芳香放アミノ
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磁 )'1、合ノi1乏しじてテ---/1ρ メめ問モ変動レて

¥l .托@
‘ 司炉

st タ 38' で‘ /1 、中佐アミノ政 11~)脅の灼j-rJメ

ずら浮 7裂と去に~増レ、:最下/警 f ヲワ11) で /1 、

約 (;5ーゲo "E長めてい作。画21Zアミ/通安 11-、柔ノ雲

で11約zデ仏で 7手煮 ι1Zlc次第 1-:::.湖、イアレ、 下/号

計ど 之、タヴ孔以来)で j千 /MoEE めていた lτ並

芝、/ユ l1 t? シ Lれ 1.-::. 汗レ、ちEL嘉 fJ'~ アミ/政 117茅魚

I~ rる〈をすN119)子リ妻、く、約 10 rw-/タメ列挙乞回

作入ってけたが、¥z、s;-1)11¥. >父子J手では、政 IJ立アミ

ノ阪と/11 進 I~ /7弘子で埠加レておリ、拘河童

l手並転していた。ず考派アミ/政[1-、約タメ

がら/タ!んまで変革ヵレてあ1 リ、阪性ア~ J誠仁

li rt-f日闘のク砕傾向巨して¥1拝。

;t.、デ'4sていは、 lナ1}'1-アミノ政 11会/電モミ亘Uて

あ手ク変動ず、妻、〈、 S-f~ tt一件の葬乞固で、;Aった，

面友¥1笠アミ/画Zt 欠乏な支払 j手美子、力、っ?三ザ、].，チ

ヴrl.京Fm向zoゲ。をほ丈任じレて下-r-1::.伺旬、つて

新城、レ、 3一rn.浮で、 1'1\~) I之弘子ふった。 揖t:1笠

アミノ磁)'1-、ゑ/警討の /0仏官、う 51-J長と与を l心漸
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吟レ/、 4タ例浮で‘ 11何/5"メヒ/エリ、面21!?Zアミ

/政乏を 7じ宇わっていた。芳香救7.~ /政 1'1、

表/警都で‘ちる差~'~アミノ政 F リ今く、向 /2ψE

与がみが、ア/警却で 1'1萩γレヱ '"'-7ヅ。港湾てけ

あっf-~

"rt、9t+tT' 1ゴ、 l宇佐ア 3ノ政 11、他め拡イズ試

料 lιFヒベ、て後萱 jシ伝めゐ事1]令、ず、/ト立く、ゑ/号

で11タタ外子eYlフ作官、、‘、下/警初で 11fIO ~ lf)併を

邑めていヂ三 1，.-......¥昆否、1Jl 1 0 政Jt~ ア三ノ院と払差

IJ'主プミ/政11:、令/電で主知闘の少汚パターン

Zじっておリ、ゑj警で 11敵IJ‘Zプミノ磁ザタタく、

予平尾で (1r品:l~'~アミノ阪の相対意ず、埼 111 レて

いた。

〉火 Lるべ、?己採l心、 1ぐての第ボ拭料千で¥

ゑ庖射で、 11阪はアミノ厳令7同室ザ、極菜作アミ

ノ厳にメヒペ、?9¥ I iJ'¥伶童の城、タキザfト主(fJ-

る下局幹で¥、 ニの撃がじの~転が、起ニフていたー

手伝、磁9 1!- アミ/駁じ場菱 ~'ï アミ/駁の丙危

な仰大みじ、ア三ノ政係‘をや巨〉うるさ1/ノ合 1'1、

いつ1、L十しの試料|乞つ¥¥てモ約 4-0rJん?をたであった o
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3-2 ;!r安白痔減、アミ/政

才万三 J ツ?;;考地者初の如水タ併問中に r1、

~F 蛋白靖-;.þ気、ア S ノ阪の p プアラーシ、 上一ア

ミノ貯級、才)レニテシげ拷設問えて')Lわた G

タヂ庁βIJ のーす~~ FJ'1./D/こ不レた。 バr アラ

ニン 11、アヌノマラ午、ン磁力、ら、 y-アミノ政

政 11、 グ!レ 7ミシ再生から、 才 jν エデン rJ、 ア

jレ 千 ニンずら、 そわペいわ伺'1鎖の支ふじ j乞 Fフて

サ)1;及、工L}にみ。

ア 3ノ政ゃんをιt;Mゐニわらのアさ/阪の

亨tJ I令 I~ 、 F 五、たれ / o}。前後で、みつ F-1v ¥"、戸"~ 

3之 1:::.モ不了浮j亡、 γーアミノ勝局長{字、下/脅行

で、え教 1-.:.. 増抑するイ局向が、みら収、 5t、 1~5 の之

例〉χ浮で、 11、アご/政務与をのタペアぅ10 ~長 M

ていた。

7¥[-4 間降水中のア〉モン‘ユア懲窒素

ct t7君 i¥}考培荷物

v費A7考t1主婦拘の問7宗pドザのアシモLニア匙.3i
イ号、の金主さLタ存 JJ.、 戸itj-./I Iτホレた埠十亡、 表/警

で /70メf必ずメどの湾海で、子手メ~'L茨 1-:::- 増仰すみ
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傾向作品リ、その殺ゑ勾抗 l手-)欠のさL待です入

すニヒザ\でさ、下層の?~_~}0 CrrYl /警では、向

/似j-a:tlどど ri-フでいた a

b 才万三戸¥ソク f年携帯吻

戸;{f. /2 I--=- 才不一ツ?j.考堆埼均(~乙 738 ノの

間降水中のア>-t .::-7~ を素のfÞl!少みを万二

した o 表層ず 1'1、 2t.j./α';-~!イヒガF P名作少九い

ぜ¥浮1fR乙矢 J-:::.之、京}"=-増抑レ、ヲ I'fYtJ警で、 1'1‘

zりメイ1-1Vf/イと tJ) て¥¥ 1三。

JV-タ アミシ政ヒブ )ν~二磁のえ多少rケ

51. r'ls-のL 下 1/告のまキ狩I-=-フいて、 フミシ

首長・ ブ lレすご磁のえ豪少宇rl 7Tti-フ?三。広家'

きL ヲ~ J;¥ ):が水莞の T~ 百少考の係争 !τ 、 Tqhん

に 6}乞示レた操作、アミシ政でh 平均 )2，6ゲ。、

7 Iレポ局長で /1平すqggr eんであグ、 ブ Il/すく、阪に

フいて /171r ~宅 jζ/ト"i rj 1&.とnって¥1 1-三。

洋議佐レたアミシ級以をめ ~þ! 安比E戸ifJ-.J3 

p示レ F三Q 収量点、 8，0へ j，3η/'J-.dゲ 5-ecl，¥fhωす

め耗回で、下局 ι 向カ\フて致、ゲレてゆくイ(~向

が、。エナられた。
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?撃手毒物守のフミシ政乞 71νr~協の/含有を E

~l久をャヘ少凡較する〉と!手でーさないので11 有機

終放軍!どついて、それらの略字毒物乾f聖堂 lグ'

ヲム当リのミリグラム ι玖ヰレ炉その l乙つ 11 

てJtると 1 下1'1./Lf ・ Tt:t b/ぞケ~8 め券)乞 rJ- 七 o 明

ら b、 Ic フミン散のう1tl~ . ブJレifミ政 Fり為戒態

来季令7得意!手-Fタl， o の々タ与の犬をいゑ¥/警で‘(1-、

7ミン阪のす下、斗イ老雰禄フミ笠¥)イ&-ヒfj.っで

いた。ブ JV不阪 I~ ついては、 。，/9ん/./ヂ〆mic!j

!，dりY''5d初ωl.lという乾固で・変動レ、 1安委tIn品J7

~手リ夫さく/手く、変化勾傾向てきゆっ形、った

モの J1t手力、フた a レ台、レ、 ブミン偏交のす 1'1-、

ゑ局 F り?手/電 ι 向げて急?紋1-=--1A~~ レ、支わず畠

11、約 2，69Yld-ど/f-'dグS.ed/mf九tC'みヅ、歳未

毛布で、 !τ 7}Vすて駁z下手オフフ て¥I存。

次 J--=-- 、アミシ鋭、乙 7Iレボ阪のみマの中 Ir.:.令

すれている用飛終末7I ZL字あ'Iび司く教の羽

交千萱のペ鉢~~友イ仁)~ついて斗てユナるど~Tle !5:υ4 
フ三シ政?で、内茎J季じ 7)くす:;)手、悉 t放ケレ

て ~I t乙ザ、決案 Ir::.ついては‘友動幅ザオfgbι 犬



Tab1e 5. Con七en七S of organic-C， -H， and -N in humic acid. 

Dep七h H C N C/N 

(cm) w七.も w七.も w七.も w七.ra七io

0- 10 5.0 41.0 3.8 10.7 

60- 70 5.3 41.6 3.9 10.6 

工20-130 6'.1 51.0 4.2 12.2 

180-190 6.2 52.6 4.4 12.1 

230-240 4.6 38.8 3.5 11.工

310-320 5.0 45.2 3.4 13.3 

370-380 3.9 43.5 2.8 15.5 

440-454 4.8 49.5 3.4 14.6 

505-515 3.3 34.9 2.2 15.9 

Ave. 4.9 44.2 3.5 

1-

ci.) 

Cコ



Tab1e 6. Con七en七S of organic-C， -H， and -N in fu1vic acid. 

Dep七h H C N C/N 

(cm) w七.も W七.も w七.も w七.ra七io

0- 10 1.5 3.1 0.32 9.7 

60- 70 2.0 5.4 0.60 9.0 

工20-130 1.8 4.4 0，.61 7.2 

工80-190 1'.6 3.0 0.34 8.8 

230-240 2.3 5.4 0.61 8.9 

310-320 2.1 6.8 0.55 工2.4

370-380 2.1 6.8 0.55 工2.6

440-454 2~3 8.4 0.58 14.5 

505-515 3.1 12.5 0.49 25.5 

Ave. 2.1 6.2 0.52 

.' 

cn 
』ーゐ
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acid ex七rac七edof hurnic dis七ribu七ionVer七ica113. Fig. 
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fulvic-and of humic-carbon dis七ribu七ionVer七ica工工4.Fig・
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Tab1e 7. 
明itrDqe.今

Percen七 dis七ribu七ionof organic:.4eJ.a-:t:b&Fl. in humíö~acíd and:fu1vic acid. 

Dep七h HA-N FA-N To七a1-N HA-N/ FA-N! (HA+Fa 毛l-)-N/ 
mg/g 

To七a1-N To七a1-N To七 N~
C訂1 pg/g dry sedimen七

w七.毛 w七.も w七.も

0- 10 304 91 工.48 21 6.1 27 

60- 70 277 88 1.38 20 6.4 26 

工20-130 工55 53 0.60 26 8.8 35 

180ー工90 工45 22 0.59 、 25 3.7 28 

230-240 112 38 0.7工 16 5.4 21 

310-320 51 47 0.71 7.2 6.6 14 

370-380 48 43 0.73 6.6 5.9 13 

440-454 44 40 0.81 5.4 4.9 10 

505-515 44 45 0.72 6.1 6.3 12 

σ3 
~. 



Fig. 
とArt.ι川、

8 • Percen七 dis七ribu七ionof organic ~i七ど。gen in humic acid and fu1vic acid. 

Dep七h HA-C FA-C To七a1-C HA-C/ FA-C/ (HA+FA)'-e/ 

mg/g dry sedimen七
To七a1-C To七a1-C To七a1-Cザ

. cm w七.も W七.も w七.も・

0- 10 3.28 0.91- .21. 0 工6 4.3 20 

60- 70 2.95 0.79 20.0 15 4.0 19 

120-130 1.89 0.38 4.45 43 8.5 51 

180-190 1. 74 0.19 4.35 40 4.4 44 

230-240 1.24 0.33 4.56 27 7.2 34 

310-320 0.68 0.58 5.04 14 工2 25 

370-380 0.74 0.54 5.55 13 9.7 23 

440-454 0ν64 0.58 7.04 9..1 8.2 17 

505-515 0.70 1.14 5.60 工3 20 33 

。コ
01 
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きや¥ヴ色。 伝'V}乙フ¥，て H みと \r ノ種 J~ 合)打1

7 て漸増する傾向ずみられ存。

矛先、'ブ!レポ磁|ユフいては、芦?i注し先手学)乞

犬幹タザ妻、常的〈少で‘あるため I~ 、炭素 差孝

弘、 }rj、水素の手fljf掌 11-、 アミシ阪 J-:::'火ぺマキ

あル j卜三 ri-1JLじtJフて¥，托。 i~蒙 l乞フ\¥て)1-"' 

ρ~/ρC例ム'f ぴ， /80---/90 (例/脅 l....¥'く‘1ぐん

1)'之βf乏r-，!ユフていたが旬、 d也 1'1Iτじんじ司じ'

任で¥ J 交じ 1与す〉じが、ていきふ。水素乙放

をJ1、下局ぃ伺ね¥フて拘汀的に埠抑レてあ1 ソ、

ら/Nてンプミン隊じ問チ手作、 下層 ls作]ザマて埠

抑していた。

〉火エニのニどザ句、 ブミン阪. 7 Iν不西交じモ

)乞 5手ノ香料 f矛み荘、 米1:の与を畠 ti-j有子賞拘へと支

イじレていみ乙乙ザフザザえゐ。

JV-6 7ミン踊交じフ)レ不動及寸のアミ/面え

アミシ物管モ面支抑 7Jくゆ角与する仁、乏ヲ主 1"1ア

ミノ鋭、プン宅ユアJ;'J=び、ア~ /権かじ、とし

てyb解する。アミシ駁 j乞フ¥\て I~ 、 17 湾掲の

アミノ政芝、 プ jレすご飯 l心フ¥¥て )'1、Ib字空調の
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ア~ )阪を問芝あ'J-び、え空した Q -11') 1 ;;/1、
、-

/久 /6 I"=-!T:レ戸 o

プミン阪の令試料 l十めアミノ厳令酒量 1'):.、

千/層}ふいく発城、タレている f戸勺 17) 0 ヂ矢均立

小作アミ/磁を‘駁'}，tアミノ易交 l宇佐アミノ

阪，ヲf 宅萩アミノ蔽 s ち包.t 1'~ アミ J ¥政(/含%1¥レ

アミ/阪 rl柁対意ザ、少刀いので砕く)の斗フ

のプ jレー 70)τ イ分類レ、Jt~庁、わめアミ/綴依-

-t l~ 伝める与1) 令 t -t"差/て J 寸乙ントで、すミレ?と〈

戸"J.18 )。

沖1'tアミノ政 11-. 1手/1'-えの佐で・4ト/警 1lL
じて杓ωずらタDゲr;E&J0て h リ最モタタ¥1 o 也

菜はアミ/政)~フ\)て 11-、君支局ずら z、4rwt;7来

守でγ活力bレ、 Jそれ}!Z戸手ザウゑテ手押すLで11新城、

レてい 1三 9 政~'l アミ/政 1'1-、極妾 y主アミ/践

と丞の少巧傾向1-~えレていた Q -12テ手荒乙也、

手五菜はアミノ誠と場~fî.アミノ磁の却す t々計

すると、供量め何 qoヅを¥5Jtうてい先 9 ず宥す沃

アミノ税 IJ-、支'事力レ tJ ず、ウ千戸を ι f;Jや\フて芳~

ホレてい拝。
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Ver七ica1changes in the re1a七iveabundance of 

acidic， basic， neutra1， and aromatic group七O

七o七a1amino acid in humic acid. 

18. Fig. 
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7 )し/子両2 のアミノ最長~九、わついては、 戸/'1・

/6 I=- モ}符号ごレたヂ条件、政はア行政 1-::.}t (.ぺ、

て品募 'J'~ アミノ磁の合荷量ザ少 TJ. い〉と、ヲ

メ三、下局幹で‘う子育萩アミノ磁の革める奪'1/合ず、、

増知レていろのが、特?釈であョ昇。

万一 7 7ミ〉厳じア jレポ磁の矛;t吸 収

少1fT
ブミシ曲家じア )V万二政あ1 F tメ‘アミン磁の如水

少栴《‘活 I~ ついててす-; ;ト吸収ふ祈乞行 !jフア乙'L-

〉う、 下!?.1712qι!JZ号方、了~ÞIε 1 Iτ ヨミレか祢 l亡、

フミシ磁 I~ ついて l手!ラ j問、ブ|レ才、政で‘ r1 ID個、

フミン磁の抑水分静獄、遺 1']8イ囲内符欲的 TJピo

--7ず侍ら Lれた。

丸山守 l三 lヲイ固め主寒 tJ-吸収帯主示レた旬、川、

ヲ400..:-ヲ斗切仁qkィ寸泣の暗示¥，味収?事 11-、 N-け

の持令 1--:.- t ってて-%~引き匙〉三れるド句犬

考下少 11-ァド~符令レ托 yド阪芸 lじ F フていると)忍

われる。 アjレカシグ)特は戚似じレて 11、〆テ

レシ某釘 Fび、メデ )ν菜の伸縮振動 lτyる之の

が 2. q ~O crm-1 -;，' fび、 1410 t"- 14らoCrw(l ィォιi亡予見
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Tab1e 9. 
喝、

In七~rpre七a七ion of infrared spec七raof humic 

lacid and fu1vic. acid in sedimen七.

Peak No. Wave No. 工n七erpre七a七ion

l 3400-3450 Wa七er，OH s七re七ch Sharp 

3330 Pep七ide.NH Shou1der 

2 3000-3330 Amide II Shou1der 

3 2920 A1ipha七icCH
2
' CH

3 
Broad 

4 1720 A1ipha七icke七one Broad 

5 1640 Pep七ideamide Shou1der 

6 工620 Arorna七エc or qu~none Sharp 

C=C， conjugated C=Q 
7 工540 Amide rr Broad 

8 工410-工460 A1iphatic chain Broad 

工405 NH.+ 
4 

9 1205 ーC-Q-band (acid， Shaどp

pheno工 arorna七icether) 

10 1170 I -O-C-band . (e七he工) Sharp 

11 1100 Arnorphous si1ica Broad 

工2 1050 G1ycosidic 1inkage Broad 

13 910 01efinic OH Broad 
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われている。 l.b斗0 と 17"40c刊一1の吸収)1-、べ。フ。

ヲド舗の鋒吸収市のアミド工?孝之アミ「、立1;

l~ それペつれ滞為すると芳えられる o 10 s--o cm-I 

の吸収 1;Jd、ろ携類や乞 jレロースのエ r テ )V

の c-0 伸縮振動 J~ ;-フているぞめと馬われ

る。いブ、れの試粁J"=--乙変量レて誌クらわれる

/72-0 cm-Iのての j手、 刀 lレ〆子/レ差のヂ子y'f1)，瓦Mヌ

で、みる o

TV -8 7ッ湯矢先!}-f-f区分弓ア Eノ局長

T~ b le /ρj二従手ずら行ノJ-t}-フれているら各層j11 t水

少静 j乞れて涛おし てくるアミノ説 (A IEタ

)と、 ブッ政処ft-J乞 Fってよ争点す七ア 2J綴

( 13'区介)め夜旦《、の話、作)1乞六 1，る弘l!分布

t7fレド φ 子先、 βE タ勾 7~ ノ政乙 j交うそ・

35 季わ‘ 5 び‘~物匙芳三/ソカの4ÞLlづ令系?を戸/~ • 

Zチlτ 不レ存ー

乙れい :F.ふと、アミ/厳然、そ CA-十 B) 11‘ 

11V¥以秀でた玖、レてい界ず1 か内、のすよ代 I~ 、

タ)手リ題名で、 1'1妻、ザヮ免。 ゑ/雪ぐ O~Iρ cm)

11， 立拘た芳三/リカモ svメめえよノ含む元来軟え



Tab1e工o. Dis七ribu七ionof amino acids in (A) and (B) fractions， expressed in pmo1e/g. 

Dep七h (cm) 0-10 60-70 120同工30 180-190 240-250 

Amino acid (A) (B) (A) (B) (A) (B) (A) (B) (A) (B) 
(mo1eも)

Asp 7.3 2.7 8.9 5.0 7.4 7.1 9.5 七r. 13.2 5. '3， J.. 

‘G1u 5.6 2.3 7.5 5.8 4.6 工2.8 8.6 七r. 工0.7 7.5 

Thr 7.3 22.2 8.2 5.6 6.5 8.0 7.8 七r. 7.6 6.4 

Ser 7.0 5.8 5.6 7.1 6.0 22.1 6.4 24.1 7.1 17.6 

G1y 22.4 54.2 20.7 19.7 21.5 27.0 22.4 28.6 21.6 24.5 

A1a 11.1 1.6 11.3 7.2 19.0 4.4 13.1 七r. 工3.8 9.0 

Va1 4.5 3.7 5.3 7.5 7.0 8.0 5.8 33.2 4.2 2.7 

工1eu 3.1 1.0 3.0 6.8 2.5 七r. 3.1 七r. 1.8 3.2 

Leu 3.8 七r. 3.9 5.2 8.0 七r. 4.6 七r. 3.8 1.1 

Pro 4.9 n.d. 6.2 n.d. 3.1 n.d. 5.2 n.d. 3.5 n.d. 

Me七 0.5 n.d. 0.2 七r. 2.0 n.d. 0.3 n.d. 1.2 2.7 

Tyr 2.8 n.d. 6.0 n.d. n.d. n.d. 七r. 七r. 0.3 n.d. 

Phe 8.4 3.3 2.4 8.9 1.8 n.d. 0.7 七r. 2.8 n.d. 

Lys 5.6 3.2 5.5 12.8 5.2 七r. 6.0 エ4.1 5.8 9.6 

His 1.2 七r. 1.0 2.0 工.1 n.d. 1.2 七r. 0.5 2.7 

Arg 4.6 七r. 4.2 6.5 4.5 10.6 5.4 七r. 2.2 8.0 
ー・・田.---町._-圃掴圃・ ・・・・・ ・・開-- --開・ ・・・・・ ・・圃圃"---_.伺圃・ ・ー・・ ・・・・・ ・・・・・ ・開・・・・ ・珂・・・ ・・・・・ ・・・・・ a・・・・ ・・・・・ a・・・・ ・・・・・ ・・・圃.--・ ・・・・・ e・・圃・ ・・圃----・ ・・・・ a・・・・ ・・・・・ ・・・・・・ ・・・・ ・・・・ 司副司・ ・・・圃.--圃・・・・・・ ・・・・・・ ・圃--圃._.同M・・ ・・・ー ・・・・・ ・・圃・・ ・・・・

To七a1 27.7 3.8 22.3 0.93 2.39 0.23 3.50 0.20 3.76 0.19 
(}l mo1e/g) 

七r. 七racei n.d. no七 de七ec七ed
c:c 。
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堆荷物子みク、 3‘6.5クタ1，11- と裁て 72ノ阪に

あんでいた。 60"，:" 70. .CrrJLゑ lτ 、見若手絞づ Jレ

卜一向坊の茨ィ合/をで? ζ76 仇j/~ 、メ 2 どyn 次 f手

/1 ZZ j等技?長L--"Vの沈管推す毒物で'、 7局所物会

Æ ーをザ 'Ft} ぐ向。.タ似~~/?で‘みつ作品

フッ政矢子}tレた β 巴タて'‘ 1'1-、 71，ζ 両足差五斤フ

アミ/政(スレ才ユンー乞リン yγ升停にJを

あJ-::'"令手れており、 dト祈 E行rJ-フ f乙ブ訊併の

平均で、会アミノ磁をの約 Y4モζめていた

( T~ T l~ 10) 。チ先、~ tJ) 7 ッ厳然しPf~タぐ β

)の令アぞノ雨去を炉長めるさ1}ノ令件、表/宅 (ρ

へ 10 (911) l"向 /0"Jん、 下ノ警部で 1'1、 午~ 5一件で

矛)フ 戸三 a

T{-9 t往角仰の宴此重 /含/~キ-間博キ

戸j' 子~. J-.)-Ir:..字レ?乙浮 l亡、 場;尺Fぎ堆?言仰の棺ヂ季

初紘?の夏 tt~ 11-、 2.3 tiうユタの問を安 {L

レ、み危 ηJ厚手不7宇均低j工、 2 ，q. 3でみコ作。

令)}く考/'1， 長尾(0 ~ I (tWl )で、最モあぐ 8之

ゲ。でみリ、 7 cヴrL以子手てu 忌頑レタ向。?あフ 7三9

同?年苧 11-‘売~~勾ア/ro グら下才に件1 官、コて



83 

口
?
E
U
-
M

， .、
... 

∞.
N

m

.

N

 

国

.ト

Z
口
口

gi p一口一口/口一口一口

3:1'-'¥¥口・一一口ノ

* 

“ 

〉
ト
一

ω
2
2
わ
以

0
0
↑
 

。(〕↑
0
.
N
 

メ;メ4ーベー‘-...一♂
Cコ
u'"コ

Cコ
u'"コ

u'"コ
C刈

4ldao 山3

且nCコCコ

and rno工S七ureP9ros工七y，of profile Ver七ica工25. Fig. 

七heof sarnple sedirnen七工ngrav工七y

Bay. 

specific 

Funka 



( 84 

浮~裁、レてあ、リ、 り&mシスキで¥'1-、 μ 仏で l予 I~'-
、戸.

えの 1~ でみフ存.

W-jO 之11.昆 ふた千での主内表取

南 進尚昆下 I-=-あ'汁ゐインキュペート事18長
¥1-¥ 5t. r 3 8 ( S-"-Iρ CflYl )のす六粁l乞ついでのみ

灯 β フメ三。 10D気ヌ三下子、 えZF受1:'l-t旬、 tf乞，

tfoc I Iタ00どど変化工ゼ二て行刀 l，、 7豆ゑ伊丹

斤問 11、 4-ro 6 I乞ついでは/時間とヨ片朗、

そのイ也の校え三豆烹で、 J1、 !片岡 )τ フ I，てのサ

行 /Jフた。

アミノ政倹をの安代 11-、戸;t!j 26 J-=-示レア乙禄

作、針。ど、 6f包了/片問)だ皮のて~ 11、示

処昆のま夫粁のアミ/政故意 (2.1げノ，?! C;) I乙比

べ、て j子とんどl'代 11果、がった。 ふれに汗レて、

jst)ど/斤間忠克めま夫粁l手、約 /μuメクIJと才t

J!J; 廷の拭料のアミノ厳令 7有意 I~ yt.ベ、て、約2-0

外分解レて t1メ三 Q /~DoC r-. I手、約 1.600ノア!?
でみ夕、約2-s-いのふ解!二当グ、t;.t"o cl 

( 3時間

)めてののアミノ政伶雪印、約 /μ00メI.!'!'J-で‘

約 5r~/o ザふ昭レていたニヒ 10与る。 ニナに は、
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5"t、 938のア S ノ阪やたをの多231分万台、ウ見~ IJ.'~、

九庁、勾れ、 ラ0仁川140m.6cmの浮魚 i乞釘け

るを Ic.初当する e 下/~，"2-/， h'らわザる埠件、イ

ン守ュぺ r トた謬拭手十守のアミノ助役終をの茄〈

ブァ号fm 約 J々}1-、耐震rj'!アミノ献の木タ}~ rフ

てモえら工わたそのでみみ胆

アミ/級品ず¥'yじの t_1_ι を戸与♀7t=--ifレF三e

〉れずらわザる捧Ir:-、政ffアミ/阪とず雫米

アミノ政骨子主に;A'ヴアレ、ち昆1i~It アミ/磁ヒイ

ミノ取材、、初河内 1-.....γ誉仰してい作。

アシ毛::;-ア質主主意-tlシフ I¥てIJ.、 戸/t勾ヒ

ロhlεI I I乞手レ j三手承に、かえたえEL殻乙乙モ j乞

手先、 友た斤問句喪主 j乞 Yなじて T警官りす 3 イ'(~伺

ザ、あリ、 4toc ，( / e手間) (" 11、 ρ‘ ~S-~t-材ι/ ア

ザ、秀忠レてを完ザ¥ 3 斤問の友夫時間 7'~ I下、

0， 6/ /'l-~ /;と約 Z 作と TJ-リ、 /~OOど ( J斤

間)で、 11、二 ρ，9タρ!-tLj-/ 1- ~\";容 L レてい戸三。

〉サへウの 1&.J立、 アミノ践今平均少子量 p

/16 とし、アミノ磁/モ jレlτz奈が、/モ JL/合

?小ているとレて換算すれば、アミノ磁の滅、
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y~を η 杓 10 功力、ら zo ゲo Iじず担当するをヒ tラ
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)うわ、いて毛、ゑメ妻都肘う約 Jryyt浮 l心ザげて、

急ゑ九万持物念hiをの城、ィタザ見られる γ、 ! 

?内〉火芳で 11-、裁、タ孝ザ;J~芝く ti- ')ておリ、徴

主物)'=--;:る少解子、終色、i乞向旬、つているニヒ

モヨミレていみ之のと史、われみ。 ニの浮11号で

で、、 j長尾の若手青物十震の約2-0 -)0イ。げタ有平 t多

げているニ'[1乞刀る。

手作、 ら/;vIτいぐフザのす夫新tイタ1)汁 ι可れ

lずgん/之の乾回 l弓入っている。 ら/Nの会長 l室内

安イヒ l予ついて rJ、下方一)'Z.-向ザヲて埠仰す忍坊

や C1 1~IJ )ど、多J45献す予托)1---乏のずゑ令(

斗仔IJ)ず於められる。〉グ)~と|字、従来 t~長

主けにてさ弘、 束手を 31 意点、少の選~~旬、 fょ誠、少 I~

F リ、 タノV ず、下す I~ 向力、ってす営犬するじ\¥う

普温陀1'1-、併すレモ見弘主~rJ. ¥ 1 ニヒ Zゑv示

する tめでみる。 ニの埠ri-J具象 tすか月する権

与え fJ-~ι拠 l子 j芝、ぃザ、主f手要因ヒレて 11-、?毎.， Jく

rt tJ史?今、渇祇 J.-c孟する予でに、易分解IJ1:の

苅携を号tAl令物がどの務友鴻失レたず1J\~. -g 
~で IJ な\' ¥i'ヒ推剤三 lれる O
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7毎弁堆積均呼の淘成物管 η 主写fエ定方 11-‘

。 p・

坑主物アラ χ フトンとゑ:えら小るザ、 8{)vdovsf.ケ

ど/96~~ t¥} 1= r ると、建千万 70 ラン J}-ユの子均

的刀与/んf 11、 6ヒエれでいる。しずレ t}がら、

1ttえ得 1ヤでま危-r.tれた肩煮物 η 11-んの J 針レ

旬、、 フドヂ主1:;史?キ1".~ f:祭の叙Z均 J~ J::う厚手突イヒ

E手ぬ七下、、れて、 γ伝ア香初;&局 jι 刻乏でき tJl 1 0 

5毎イと)宇で、)手、 を豪化合物 ~L択的 lj. づ汁与のた

め、教?ボ7有祇物と POM)めら〈八/Iコ、浮アミ

じヒモ↓乞増胃bする仰向甘1“あると殺るされてい

る。

f-Iolm -Hi/tYlse九らど/テ66)19吟ρJrdt!)yt (/ヲ71)1τ よ

ると、什浮域め PD Hめ与/N/7、表/警討で、グ

旬、う 6、 ;0ρヮγ17rで、約 /ρ とひリ、それ以来てH

11-約/タ l亡矛で‘噌1;0する。 し奔力、、フて、 才万二 r

ツクオ~メ~r佐手毒物の約 /0 (平巧 f孟)I工、 こめ

安J;ヵ幅めr-t間的九イ直 (ιι)左手守フと言える。

?とた、 Jたve灯)()パど乙んeY1C;-ど/97之) }τ よるア jレゼ

ンブシ 7毎念地手宅問 ω C/Iん 8"'-/υ 、 ρヲens~ 

(/何1) のす〉タ パーパ、ラオ盆めヌ 3へ 3.31如、
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β'OYc/dν$fケ(11bにり めぐ -'J ング'浄tf1字詰拘の

7 . ~ /O!iじ、 κ較的差項t-)を勾，liII海域で、の

伎とt-ぐ一夜レている。

ニ/1ト βフの〉とは、 才;F-ツ 7;.毎ドオr~ I~ 主
/主カのあり F尋域の-フでみる L と芝ずま滞仰の

す初、う t、すι同レている乙じ I<=-tj 今 L-~ えら

れる。

づ~Î可手失態安孝 Ic. -iすするアミ/厳島芝ミ室内九

五孝'1令 iτ 、下lCJ. ワ};z..モ示レ7三ヂ手作、っす不一ツ

ク?毎唯下室拘で 11-. 宇ttfィιq会と fi局 7"2t;.土?、

/、0711で /3工 S、 /¥!i rJれで、//-j- 6ゲ。ヒ新;玖鴻向に

ふる。

ふの々乙 11、プミノ磁箆茎与をザ、他めを莞イじ

冷均 Fリイ案字く 5去最ヒピモ/j'=-放すレているニ

'[ t示すモのであリ、 ニの易圏じレて1'1.、ア

ミ/政ド柁 O) t j:~ ヒメ合均 1.-::. 安 A t:.. レたv') ~'、 み

るいは仰の為核 2L71イに令仰のすず、アミ/厳工

リt堆守宅均 ¥tで、 1'1毛?を fユたあゲどちらぜで et;

ろっ。

前i~レ j三携わ、アミ/磁の粋托号乞決定す
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る主宰な因子め J フ lτ 、厳.At.還しえの状~と忍

えられている。そニで、 地角材中で、の管内な

支イt:- I~注目レて、必ゑ !τ イヰられているデー 7

と~/自の待与を五二手じめてみみ官

--r t¥ b I e 11 1-:，アミ/I放25じ レ 仁 科 托 す る を章

の会霊安 1'""=対する宰1)令 Zノマィぺ乙レナージで'~

わレ作モ ~l 芳三可。--奇主的 lc-Z フて、政Aι 的

h' f-が、遺ヲ己的環境の拘すからの材料を~乙ベ、て

ける ι、 プミノ弱虫色を雰め合7自民ヒ)シ朗$l1J-差

裳11J1られらい。予?三、 ある J 定め三宮JA-lr主t

妻、¥1 シヒザ、、わずる。す n わち、政~ ~ß表茂であ

ってそシ微~)fJ認す受 123iぇ円九考þ~テ =t th うレ、意レ

三小て¥¥ rfr t'地角物件‘昨間の修ュ監ピ/'t---t--I~ 、

〉欠字 J~ 駁穿スヲしの状態 I~~~t する。 レ?乙七、引っ

て、 ユのアミ/阪のヰ矢口、厳仏、還元抜境

)乞台、ずれら了、普孟仰い匙ニって 1、る成多じ

みかすニヒ iでそら。



94 

Tab1e. 工1. Con七en七sof amino acid ni七rogenin marine sediments. 

Samp1e Reference N as A.A. (毛)

Oxidizing seaimen七

Moho1e I 

surface 

170 m 

San Diego Basin 

o -15 cm 

350 -360 cm 

Argne七ineBasin 

o cm 
100 cm 

500 cm 

Bermuda 

Surface 

Surface 

Mariana and Pa1au 

Surface七o 30 cm 

Reducing sedimen七

San七aBarbara Basin 

195-210 cm 

297-312 cm 

438-448 cm 

Cariaco Trench 

工5- 20 cm 

130-135 cm 

B1ack Sea 

Okho七skSea 

S七.919 Surface 

1 m 

S七.923Surface 

0.5 m 

S七.938Surface 

工 m

S七.945Surface 

1.2 m 
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v-z 間降水力、らめア〉ニtニア鮮をう雲の

、秀治

戸"r'ψj三才ごレた祥件、靖夫元堆舜物中め Z号

機然、~孝 1'1、明ら-bヘ 1'= -;手ゑじヒモ l乞城、7 1{~

傾向 i乞あみ〉ヒザ、わ旬、~ 0 1奴~物 I--=- Fるふ局与

が\l 手 Ir~体 3 ずみと児、われる2-7 t;ωれ庖?で・

の1l!~イ交って日汚~待 Z 本あふと、

Yr仰J-ハI/}) =:λαs--O. ()タえ (c伊 1)

( r = -ρ，9/ ) ヒ与る o

ここで、戸/~./21亡示レた堵秀物粒子の宴比重

じ問権考 n'}ぴ、松本(/ 1 7 6 ) ，~ t ='て綴去さ

れていみ P27X77ナ夫却の堆持還友 (o，27c伊作け

ずら、単位斤閥 単位司君当リ m 堆渇初t?)~之

吟号~ 1. f1Ciたu.'motoC Iタ7勾l乞 f-3ズt1更ってすt~手

し托@

μ/ ==ハf。 ど/一戸。)斤

イ旦レ、 α/l地尋問粒子め'7't昨を

so "地すき注定

c4/地72均表/警の問?をキ

-' (/ノ

C if-I cヲれよlir)

(Cm/ ~r) 

s "培手電拘純子の夏比重 ( i I C/iY13 ) 
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ω ズ l亡、 IX-' キ/手イ~E 村入レで計]与すると、

αj 三、ρ，ρS-2S-(，，!r例之/グタ) と/手る。

ニこ?、地字毒Z震波骨、uj定第ボ鮮でみると仮定

すると、地者均??の M戎25Z季勾タ併す 11、

〉久下の衣)r:.rって;tにめる〉じが、で、きら。

メプIY ご ω'.(~。ーら) ー“ーど2)

イ旦レ吋 メダグ;沼戎15Z蒙c1)分解霊 fヮマ/C1Y/z./'i y) 

ω;ちを渇仰学立予の f史7今昔 (i / c少{I'(V ) 

Co ; 地?者才'Ø!J</震の有ヂ矢島 32fF 号ど伊1if/~ ) 

~ )'場及下、 J 差ピ/r:rる7字匁の泊所島

Zて孝章 ど少t;/~ ) 

ここで、 lメキtj-1tlt (l.)夫、 1.-:;:::村入レて計五ず

る仁、 メブN= {)，0772 (I例 d/CJmよ/iY")と/Jる e ニ

m姐をモ/レ単位j乞決算ず会ヒ、にかィメプ'jcmブy
tIJ-リ、 ふ れずV雪ス 3雪地角均 IrIとあ， '1ゐ房枝

匙21孝め少得意となる。

地11初?で、のアミノ政介角号室 E苅間25Zf季、

じ阿蘇持手ゑで、 ~tlτ る o 下1'1-，今わ‘ Fぴ‘グ力、

ら、アミノ政伶撃ザ、 jτ|手‘ J えの fCl-じ乃る浮

京1活械終草」?と l司株じ JSえて、 ペめ浮sの
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プミ/臥熱意乞約2-tYV'-r / i- とユナペレ、前£レ

たく2)式支伺いて、アミノ磁の地角物 iずで‘の

タ併号Ztボめるピ、 l'1A ェpdf〆F/ど例γァけと

える。

ここで、ザ脅 λ?雪地渇均牛のアミ/¥磁の平均

クヨr章 IJ-. Ip¥ b I e 4 . v?初点、ずらすTヰすみ乙、

ノ/6 t.-Jユる fら、ニめ少子孝之役ァて-t:1し学

位 1--:..1-美~すると、 メ之4メム11/ど例ヅrが令併を

というじとい rsる. じめ佐 11、合万平守態宣素

のみ月号量均約zヲポ I~ 相当レ、成‘リめ 77 外 1 '1.

安白平手拘管以汁の万枚差号Cxζ合物勾イト高年 Icr 
フて Eめられている〉とず‘わずる。

間1;手Jkl.孟レてのアシモLPア匙与をの Lうf

へのプIlA.Xの見鶏リ 11-、 戸l1子111τ 示レた問権水

|宇のア〉モジア彪主教の~Zl分布;:- V "ti tレ

た。会G:E タ存知\ウ回 y手~線t 求めると、

Y (AAJ-tV(!どノご/ククナ 2J，6X ((iφ1) 

( Y -== f!)， ~ 7 ) と/手る o

ア〉もニア終草案の工作]乏の戸t1X 11、〉ズの

衣 I"=-J=リ求める〉とずでさえみ o
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Ji == D~ . d9dx 一、 ω
はレ、 Fi学付f}サ問:単位面持ヨリのプJt4)(

乙μメプ/cm'/YrJ

a;lン t ニア終室季 η少F拡教f手数

どC例 2/，.reιj 

1%7)'1 > :=t =-J~， ~素材制民
どメメプ/Cf)ρ

ここで、 戸}1. I / 7'‘ l手、法ゑ 11 ノ{?-~!ど学伎でけ

ある台、今 成場のメ金水平じ此室 f戸I'if.2--)-) l用

¥ Iて、単 f玄モメ{.H/ιクタt
3

J乞換算する o そ〉で、

o c/}?てがう .~S-cφt 予「‘の殺友t;lffJe /工、

d戸公ズエ J./Jx /0-之/メメグ/幼少j とrJ-る o

成予fζイ家紋11-‘ B.eYl1ey C Iタ7lf) tJl"萩若レて L，る

間待手 0，8 の歩{t靖均?‘件う小作 f乏ρニヲ.s-x/0-
6 

cm21 sec t f.号I，了計算した。 ふれらの但 E、

β) 夫、 I"=-バ入レ z言t1与すみと、

戸竺， μ6>< /0-3 (ßI1 I(/m γS~( ) 

ιルリ、これ 2一手間当リ換算すると、

戸ご Z、ヲ6 ん仏メ1/(クn2/iY) どIJ~ 0 

乙の佐川、衰を測地 7毒物 J-::- フいてんm~pt)11 qら
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( /176，ノタクりが報告レている、 タ‘之メメイ/ι>>12-/~r-

/-=-巴献す及 。 レカ¥レ刀ドら、 じめイ直 Fy~ 初7

¥%3 ¥.刊さL('グ1.X /0 メfl1 /~mγïV)j('、~アブリ刀 FE

F千平火戸毎宇佐?考均 1-:.-ついて、 ペ小村、時1/<owεづf

/ヂク1) ヒレ11Jtlv1evb()vtルtf; ( /デク7) /7.-J--コて殺者ざ

れていろ。 ニサL ウのイ乏の if__ J丈11、 L! t:-)ドザ

少の J有株拘の負初雪ぁ、 Fが、 p見場で、の φ解」主

友のミ茎¥1 I-=-rるモめと鬼一われる。

工記のアン毛ニンア能を撃の工作!乏のブラッ

クス|手、4'苅ヂ受匙茎季のづト栴?重(f.~ ~H / r>>n乙

/ (y) の約 !;'J仏 1--=f目当する o すい換え ~I 耳、、

会沼授終をミ君、の~併号の学少ず、アシモン L ア終

をJをの奇?で、!1:-)1くヘ回帰レていみ〉とにtJ-

~Q 

v雪 A~考の税務均 l :r- コド咋のアシ二乙ユア投手 !Z

イ豪雪 11 、落しぐ存J7最~であるニヒ γ持られて

いる。孝夫、 ニめ花派試料 ιf与托ミ生イ舎の直に

yドlナl午、進乙寸 γイ 7ロ弔 lレめアシモンシア ftZ

意じ威厳際主君をず、観迫リ工わていみ(11 C1l' t tl. 

ヒメrn.{/\~久ノ/ヲ 78 )。全苅常態をイぞの介静撃の，=t~
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リの半分 j乙フ¥，て 11\月えを lτF る~乙氷への

回 Y与が汚:えら Lれるザ、 F見五のヒ〉う~キ宅内 n

証拠 1'1伴うわ τぃtj¥.1 絞筒であリ、 ニの笑 l~

関レて!字、今役め!字字通である。

γ-5 地帯均 Jナのアミノ駁の小向千五詑

:堆荷物中?のア三/磁の生κ-ふ静・安管

ミ毘詫!手、私:山ど/デク.2.) }亡 Fっ て子317zgめ様炉、

管沼芝れている。ニt}t官1 匂之わ合、ふ?手作、埼

婦問中で‘問、主停を構玖していた南少 Z均等

ずらイ公づい子初旬ぺのイト街、 7月失~-t何芹'11 で

tiぐ、 ア3ノ政tJじめイ4タヨ初旬げ¥字方ずリ

グニン tJどと綿J令反大芝匙〉レ、 フミシ阪の

す手作品分手イヒク均を旬 t¥‘レ、 さらにキえrJ-ケ

ロ ず z ンt--Tr Iずれる宮)介手 Jl令拘予で・:支六、し

て堆務問 l宇)r:..イ手存立小ている〉乙旬、.、ヤわれて

いる o

才不一ツ 7Jれ任椅初勾ア~ J磁のがきLG¥汗

伊I}. o)和¥う、 すぺてのヂ主点地下すデ83イ料で、

7手 7ミ )J 代小崎、、小異 ti ふ初、\茨)乞殺~勾曲乙ザ“安
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イにする局ザあふ乙じ Js気パく。落%rJ、 ニの

;手pt_1 1:校写初 I--=-F るづか鮮の野響げさ主規でさる

採れなら'Z手ゑヒ~永井乙 e

この子校E均浮動の彩響げ、、革委、視でさる梓!こ

かるヒ終われる浮ゑ 11、 それそ。収、付、デ177"

11-/、2φ℃、 st‘12-3 .["o，!)例、 st、938 r. メρフペ.

rt.タ1ft-子、/、之例、 rt、作67" 11 0， 5!φt  7" efo>長。

メ六〈ルωωγ灼パiμ'

(1ωρ "-351伊一予00〆例7汐m九t) 拘ず、 う?庁手芳玖え 芝 L小十れ'¥.t完三堵?角雪均z表R/房号
都旬v、ら、 ?浬皐5元尼 I7ブ‘、ラム:当3グ、 1.0() 0 -"¥-L;.o. 00 0 侶

の従易手義細菌ず被弘され完吋叶、約 Iryγ1のヂE

ボ3英字トの l送局幹で、 1'""1、菌数ザ湿泥 /I'、ラム当

リ、 ;00個以下で、あっ戸乙と正ぺて¥¥ ~ 。 二ニの

符罪ずう推察すみ之、僚主均 l乞 Fる7有手者物の

ク餅 11-、 /f11二r ツ7f毎堆渇初子、 11-、 /物以オ

でZ匙レているてのと予想主れる。

予存、 }プ紗 1'--..，.."/寺、f今城、で 1'1、安住ヂ言問表局の薗

牧 11-、火較的 J9いじ方えられるので、、それ庁

れの水末、 stタ/ヲ(9テ乞例)‘ ~i ， 92-3 (/ルワア1)、

st、9jg(1.7d07Y/)、 ft.~t;. j どμアρ?グ1)、付、1t.;.o( 
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4-60 例)と、?紋主抑的少鮮の彩ち~t~ 殺で、さ

る 7手~とをええイ奇 dフぜ手 L 、支ZJちの有t~鋳ヒ

件之内~)ぎの'得手 1 1- ._7Jf 持 l午志Lu-Z丈乏J-f -ι る乙

とヤャ、~フ官、 ~o

~1主板試料ヒモ、工託の j手 7ミ手で、 I~ ~ I脅め

ア三ノ磁Fんをの約 lん力、わケjc子で城、ナレて

あ、リ、少解7ミたず季 務令 7え 7泳三十 I~r る伊丹

t1之をくミニ回るこ〆と t.r;手レていみ o 〉め 5手7支

〉え浮で、 11-、会万~1有終 z ぅtJ~ 長めみアミノ面[ ~る

さL手η 制令そ支イt...-t ¥""少Tf¥ Î ニヒ力、~フ、教文主仰

向 1~11~ た存者?のその官、‘、妓符レてあ‘リ、打席

1..-:. ゆっくりピレた小精及たが、tt'Lレていて、

之ら|乞叱4寄与村 E持てて|司7手作少栴立ゑザネえ

えそのヒ匙わわみ官

既に£パ、て包先ず手作、 アミノ政の併さL少汗

11、 ヲ反ヒモ下才|乞伺力、って殺レい微 ~*0円

安イじモ首長 11.1城、タ傾向ザ勾られる材、¥ !ヴレ\)~

7手で 1'"1-、 5A‘づ7J量1171r希r:-小三い。

会長jI~友 Jにの久宝 iL t-キィヒし、平均比レて

議識する?三め、ゐ試料の fJZ局内イ邑1 100 ヒし¥



7手の手主Y民新針めみ?手戸長|予釘ワる表メをのイ瓦 l乞

¥丈干する拘rr号?を、芳元!乙フ¥¥て 70 ロットする

ヒ、 戸}1，' :2-jのヂネ I--=- 刀る。 〉小 Zみると¥ 1 l}1t1 

5手でヲ7、 6 主 0 ， 1 、トヲ守礼子手で ~7、 8 土 )4. ヲ t‘ムリ、

平均的 J--=-巧て¥乙の/草加、で‘灼ろ/ヲの蛋白得

物管ザ、ク併7育夫して¥，るニピドわ力、ろ。

タ月号旬、、、--)え反メマ|乙 rv推宇多レていうとええ

て、 7里?23手放 Z推定律河ヰルギ )C琶を換え、タ

併J霊友之ぎ;Lt )f(めてみ?と。予す、、 (í/~， 3ρl亡示

レF乙チ手作、 F芝方を E汗転住ヒレ、 7*ft. Jτ 汗レ

てアロッ「ずると~ ¥¥ -;f右手間作也、.、待ウわる。

乙こで、堆定作汗斗/パを μらi旬以 ο17之)}亡よ

るヲ0;1../ρO rJ少t7VL / /03 i ~ [ lfJ 11 7 計~q} ヒ、

fo ~ 何 x10ザへ/x /ρーテ‘ rr-/ ヒnる。 戸ヤ 3/の

渇伊手 11、 決=Iメ10-'1， ~rづ芝府い 7 措\ 1た Tの

でみるが、、 F見符号室仁 d)1えl1一致 Eみ 1Lて¥1 弓

~Þ/~ I之 j二 、 こth-手てい/ぐ扱苦されているア

ミノ院のタ解Jtj支え款を手し作。 乙t}オ/--:.Jる

と、長い地管学的P奇問"[\~毛た、チ~ p，五平野'(~乏

を測の花村守気料のそのず、、少軒並走定数l:t.最 t
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Tab1e 12. Rate cons七an七 ofdecomposi七ionof amino acids in sedimen七.

Ra七e cons七an七 Region 

5 X 10-4 ー工
off Ca1ifornia Y 

be10w 1. 5 m 

工.14X10-6 
Dri11ing a七 Osaka

(22-400 m) 

n X 10-7 
Lake Biwa (10-200 m) 

工 X 10-4 
Okho七skSea (0-1.5 m) 

Reference 

Degens e七 a1. (1961) 

Ri七七enberge七 a1. (19 63) 

工七ihara (1972，1976) 

Handa (1973) 

This work 

dト

一戸

O

∞
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小さく、イゼ 11品、あ， (， t )司じ、持fユ佐 ι言える哲

カ jレ不 jレよそ 1;:rf (Ok?Jensら)/似I; f/昨n.beマら、

/163 ) )ピ此べ、て、 ず才二一ツフヰ堆rt仰の方ず内、

ヌ5千小さい佳であるのは、イ広 1可 )Jζ?jZザ労 tlffレ

ているので、 1'1存¥，力、ヒええらわる。

γ-Lf 1，怠渇均中のアミノ画去のそ~.Jf にゑ jず

す 7 ミシゲ~ j習の殺害1)

アミ〉政¥rI乞令矛れている寿常態糸1.・水

意あ.~ひJ、 31 安のヂ自主す琶の4'; ~、安 A じを Tt7IT Iぞ 5

jユワミレたが¥仰の海域の地?香物旬、うfttJ:1;され

たブミシ阪のえう奈他哉、ピ此易交レ l Jjると、

Tp! b/ぞ/'3 c1)味 I=-子ヒ bうるこヒげできる。

βoydtJvslcヶ(196/) の緩去しているべ、 r ヅン

グfみ堆?言問の伎は、炭素 4夕、之ペタLf-g 'lo 、コk京

ι11'しヌユぅA介よひいを奈 2.8-3， g ~o で、ムヅ、;g

J& の才~マツ Î ;与す住持均の佐ヒメヒ較的良ぐヂ久

ている，手夫、 l-C¥5n/dどん/nJ(/ヲ69)b'''!Jk.去し

ている天岳汚堆湾均|ユついて η 佐ヒ、)a."10 

'( H~I州 o (!9~O) )~よる駁 FFjZ ヒ fE1 模芳 b' う



Tab1e 13. Comparison of e1emen七arycomposi七ionof humic acid. .. 

Loca七ion C H N Reference 

(毛)

Bering Sea 49.2-54.8 6.工ー7.2 2.8-3.6 Bordovskiy (工960)

A七1anticOcean 52.8-54.1 5.7-6.6 5.6 Rasid & King 
(Nova Sco七ia) (工969) 

Sagami Bay， 52.7-53.6 5.5-6.0 4.3-5.8 Sai七o & Hayano 
Suruga Bay (工980)

Eas七 ChinaSea 40.8-54.3 5.4-6.2 3.8-5.8 Wa七anabee七 a1.
(1973) 

Okho七skSea 34.9-52.6 3.3-6.2 2.2-4.4 This work 

一
戸
ハ
戸
。



符たフミ〉散のイ~11 、分子 *κ~ く}字文して L 1 

手。森也 β(/マ13)の毛皮告 l二よる豪支那海のフ

ミシ弱ZF主~P\^ 1'1、 才:不プイツ 7.:毎の宅め、乙イ以て， ) 

る。

〉 lれらの元号14息吹の ~l~ 之たらしていゐ

尋問 1'-::-フいては、 フミシ磁のぞ手科物匂ヒ当二向、

の喝の均車ザ、ヱニげらわるザー今めと〉うイ国ゃ

のアミン磁のえそ宗佑t¥ーの主客因!--特免す 3手

でI'=-rJ.をつていない o

T(/f b Iぞヴ lτ 字レ f乙子手作、物男イヒラ内なすr~

品売ヘ吟行していると時わわゐ八2m.-収浮て"

フ3シ磁咋の炭素 (HA-ど)と金清戎atj受章ど

To向/ーのの此 lゴ、ヲ手厚とヲミ lτ 浮1f~政凋向 lτ ムフ

た。手作、 アミシ磁守の炭素とプ jレポ殿中の

炭素 (FA-~) t 加えたそのどH/4ナ戸A)と合方

7実態米安め Yt. 1乞ついてモ向子学 7~. ehソ、 こ/小 rJ

/、 2 例以f孝子、ア jレカヅ抽~J ~ ~ltj;有撹物ず

埠計りしているモのヒ方える乙ヒドでさる。

ニのア jレカクで、袖払?、ヲアレ，/f~容はのす会

イ手~ 11-、 一れ |τ ケロヲ、エン(/:.ぞrodωYと呼jずれ
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l ¥' ~ての?ム弓乙と口、前立レ?三.li-J)であ

号。 Jニ記今乙ヒ乏言¥)換えるじ、パ Z?-rL 以来

で、 11-i旬被均の物持イヒヶ学的tr少得手の役、 孝行レ ¥J 

引の薄手貨物の再令^ザ、行/ユチつれている干のと

推察工れみ。霊的 I-=-みて 7 IレポJ~ J=リ r1-、 フ

ミシ鍛 mすが、ゲロヲ‘ Z ン)-::..-支イ仁レて¥'る-;r百乙

1 ‘~ t'.' ^~ ¥ 1 (:1 ニ の〉 ζ)乙フいては、 /VIケfεゆCiuM

らど/ヲ7之)和小、 13ど C!号いたアミン房長、 7tレボ、

政n¥J:がケロヲ、工ンめ介手frの符来、玖 J.-:-.言及

している。 えレて、 Lの子手ノ主計Iiiで、ア lレカソ

抽出で、宝刀力、フ r-J時?者物 E可ぺ、てケ p グェン

j言、じす み と、 す唯色?渇香物 l守T勾 7為再手拷笑千物努の 4紡0----クρρφ 抑ず1/"'1刊叫

そ0μ'¥1ι乞拘当 7そるトニじ jι乞 f存手之るl-0 

ゑ素の場ぺきと(司捧 1~ 、 Z7fiユフいて毛会主

1: I~ すすするフミン泊三‘ 7'νilく隊 1宇の室雪のじ仁

11-. 1瓦blと 8 I~ -;f J f券|午、おわむれ放をじ問

捧仔〉じザ吉元みイ¥ アミン駁11ブ iレiIミ政 1-=-

比べ、て、 Fリ号i雪Lの税調まの局的ず拾い。ブミ

シ磁 フ lレ ïf~ 献を単語能レドモ《じ問 J のヂ主派

堆字宅問中で、めらアミノ曲ヌザ、表~ずら i冬叡に
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4ト併 E 受 '1 減少すると/とは、玖 j午前~レたず\

ブミシ厳守のを衰の Pえ議住¥1-、アミ/磁の少解

ある l¥ 11 I 答者庄1--:~寺因するモのと jすえられる。

歩{主守主均廿今ず由広!レ作アミン殿、プ jレ手厳 J<:...

)1 77 -t ~アミ/政ザ、令ラれていみ ( ft ;'7--I s-， /υ 。

そのわ先物件ついては、フミシ政 フ!レボ、磁

のf.升令交少ポ10)待来|午エみと、 16ftCJ _ C?Yl~J 11 
j丘1'":..ぐ70 ヲド鎖 l七Fみ宅のじ鳥わ小ろ仏収存

ず朽砕するので、 〉めリ争ゑ]1明雄 I-=-lろ白内

で、 6 N-HC1仰オくづト解伎の 7ミ〉政のすれ片づト

ぅ色分折 E行 tJフ 作。その待昇ミ‘抑水分解処理

j亡よフてヴタoCワバーfmq反収7事/1、 J1 Iずえ会 lτ

靖夫するニとずら、ニの吸収第 11 べo 70 テド

符令 )'=- J=るモめとすな芝レた e L わが正レけれ

lず¥ J~ン磁|宇のアざノ政口、一初ペ\ 71Jテド

ピレてイ手荷主れていると確率するニとず、可悦

である。

ニYi-1て、、|二アミ〉均等寸のア 3ノ政他戒に

フいて η技官 l手敬少ないヤ℃、 1<t¥sh，'tA ((974-) I立、

フミン厳ヒ 71レ才ご磁のアミ/政餌点、をそL}¥々 、
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れ、そ&i-~ 1'1アミノ政 j/2J/ρ 弘、面支i'主アミノ
、 時.

政/ユム 3ヂ件、 !ず!主アミ/政 ; t;.~， 38ゲo 、;;

菅波アミ'ノ政 ，'1， Iユメと萩告レてける.才不

J ツ 7:Jr堆弱均では、"，，'，./S， /1， 18 r= t示レた

券l午、 ブミン阪でそ/ブ jレボ阪)-::..-フ¥¥て之、 la.
六院が〉 Lれい急く類イ以レたモめで、あみ。 アミ

〉阪とプ iレボ阪のアさノ磁包t>ぐの初五ピ/レて、

プ jレポ駁 I~ 11芳香殺ア三ノ政ザ、議偽 "I. lトる崎

向ザ、内られ、〉のアミノ政ザフ jレポ阪の rrr発

骨夕方ぐ I~ 関与レている可悦 'l'! t ええられる。

〉のブミ〉易及、 フ!レ不語交咋のアミノ政ヤペ

ナ佐手毒物rtめアミノ政争たを i乞忌める朝令(~Þle 

/午 ) 11-、どと較的浮及の減、¥¥都少で、 11-、 アミン

磁 I~念守れているアミノ磁ず乃く、 アミノ厳

終萱 1-:::汗して/S-r>--伴μl-T-めて¥，るザ、下宿

引い仔るどst.トユ¥ブ iレオミ阪態のアミノ除ザ初

対的 1<..-1単元ている乙ヒザ、わ旬、みーゑ/整力、の数

寸 ω札予{‘、 11、急京な徴主均分解 E受けて l) 

ゐノ警でみリ、イ紋 Z 均 l乞引!丹之L}L~号\)形態のア

ミノ政ず、タタい乙)冬サつ~、ブミ〉物 f有(アミン



Tab1e 14. Ver七ica1dis七ribu七ionof amino acid in humic acid， fu1vic 
acid， and sedimen七 core.

Dep七h TAA* HA-AA** FA-AA合** HA-AA/TAA FA-AA/TAA 

(cm) (pg/g-dry sedimen七)
目‘

勾.

(も)

"'. 
0-J.O 3333 560 217 16.8 6.5 

60- 70 2737 376 -191 13.7 7.0 

120-130 527 233 65 44.2 工2.3

180-190 433 112 70 25.9 16.2 

240-250 490 工63 50 33.2 10.2 

310-320 396 60 170 15.2 43.0 

370-380 537 31 152 5.8 28.3 

440-454 471 35 工24 7.4 26.3 

505-515 557 26 工91 4.7 34.3 

官 To七a1amino acids， **; Amino acids in humic acid， 
大*大 Aminoacids in fu1vic acids 

一
戸
ハ
{
羽
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説寸ブ jレ不磁〉中 J-=-傍斤1:-れているアミノ政

11、事1 夫々O件程7ミj乙 l皐否、f子l'1J¥"¥、 下ノ者幻で‘ I~

L;.oゲ。ιぐとるかうてお y、アミノ臥のすj主婦問 rず

での将符 I~ ~ 1-三ず 7ミン磁-フ|レ才、蔽め佼害'1

ザ¥ をわめて?にさい〉と l年レていろ o

アミ〉駁あ、 Fび‘ 7Iレ7下旬及守の舎をき I'"C対レ

てア 3ノ磁の切で令守れているを撃の訓令乏

浮設 1::.-フ I¥て J11Hみと CT~ blε/午j、フミシ

面長/~ n‘げる.A-'>>っω。一人(/HA-N の佐 11、 ア/警 I-=-

qT <えがタレてあ、リ、支動乾回 11伴化 fφてい

ムゾ、 ん5h!'dCIヲクり γ殺をレているデ均z-6メ

ヒ戸ヒぐ、 その安動，t，るず、天笠¥， " フ手リ、ず才L

J ツク 7毎宇佐字言問中で 11、 フミシ駁守めをきめ

を文仏から数寸メザ¥符令レた升?のアミノ磁除

雪L季で、あリ、成 1)，今差孝 11フミン厳E藩校レ

ている j青拾え予じレてJ}h-レているモのとJ5

えられる()

J イ永F、 7 Iレレ才不:

イ季季 iο手F椛佐?角宣均号表え/危宅でで、最之 1)小)ト、1.1刀エイ佐邑め b，夕ラμぺ わザ、 ら、

下うす?Iι予作伺1¥'安動レJ}-þ\" ウ t 穆抑イr~向 1 ~下レで
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¥' 1三。フ jレiF政寸の、アミノ政11、下局安?で環

侍立れて jjるイピ号作)ずあリ、 フ}レず;政臼 11二台、ぃア
ミノ吸を骨格ヒレていると)冬われる号?ある s

M5hl'dど/切り/1-、 AmiJ1 0 一八I/FIt -N~ 佐 2 ヂ均

Zデ仏 k較すレ(¥ ¥ふず¥才刀:ーツ I~今の下/号

ξ?グ)イ互に l手jγ-Z丈レている。 ブ}レ歩厳11¥

~Þ/ε6 I乞色示レたヂ手作、室案 1'1平均レで灼

ρ，5ーポレザ令んで‘め、らず¥その l手とんど l干名

定形めう.-v万を lヂ/じとレ f三黒煮物?みつたず、L

下局者rpT" 11アミノ政伶笠の約ラo-t;.oぅfot担っ

ておリ、材Z建物 lヂ?、のアミノ面設の~ ¥ J リず、一

パ、ーと tJフている〉とカやわ力、み。

v-t 堆脅初中のアミノ践の J予五ボ終.

-rlj，1t刊1-6八(-tlUで‘如水少訴した周遊乏‘

さらにブヅ阪で、処ftしたと L ラ、 71子払 V てく

るアミノ政ぷんをの約 l々 を水政=tと持つアミ

ノ積立(ヌレ才ニシ、セリ>.)ザ、手グ)て¥，た L

ピ 11、玖ト-::..¥五ぺ十乙 (1叫ん 10J 戸l''J. J-'+ ) " 

ニめ Z フめアさノ晶玉 fスレ才ニン、寸乙リシ
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) 11-、 Abe!son(/71;1) }乙 Fると、?)C涛;1ミ lヂ("/1 

2表:t;ヂ冬定tJアミノ阪のプ}レーア)乞位 fEィすけ

られマ 1yる。 したげつて、 このアッ綴究会JI-lZ-

少に、 ヌレ才ニアシビちソシザ、文彦作 Y手伝レて

いる戎象 J--:'" フ¥¥て、イ可ら旬、のイ;:T客約 rj.説明 γ'

i父キヒカフてぐふ。

Hed<.ey s (/973) /1、 6売 の え 琴 の ア ミ ノ政

l~トヂケして、ヌレ才ニンと也リンヤいえ姦め玖

I-=---整あ ι令うれてわ1 リ、st-Iτ 級住アミノ院の

アスノマラギン面ゑヒグ、 iレ/タミン弱矢口、。臨月之内与

物 l乞ろく、殺 I--=-/1此較的少をレ 17¥/合子れて¥1 

iS-い乙ヒと報告レて¥1 ふ。

そこで、地肴初守のアミノ阪の所;f.レ作A

β 内E少と flecl<ヶら jτJ る 6rをのえ蓬jτ 合

j れている‘スレずユン十てヅン品、 F〆アス

パラ千、ン政十グ jレタミン阪のそれぞ、t{tJじつ い

て アミィ政糸を I~ Tめる事q合t比較すると、

T"， b! ~ Iケの舜九月与。-1戸三、 γj主持均の δEタ

のアミノ政相~.ヒ/、 3すまの克?をの京のア三ノ

政得点J芝、 Yじ軟レヂ乙 51手E下"'J，J之 l亡手す，



Tab1e 15. Chrac七eris七ics of amino acid in (A) and (B) frac七ions and composi七ions

of amino acid in dia七omce11 wa11s and ce11 conten七s.

(Thr+Ser)/To七a1 Dep七h HC1-frac. HF-frac. Dia七om*

(mo1e毛) ( cm) (A) (B) ce11 wa11 ce11 con七en七

0- 10 14.3 28.0 ( a) 16.7 15.5 

60- 70 13.8 12.7 (b) 19.0 • 
120-130 12.5 30.1 ( c) 31. 8 20.5 

180-190 14.2 24.1 ( d) 31.6 工6.1

240-250 14.7 24.0 (e) 33.2 17.1 

( f) 16.4 13.3 

mean S.D. 13.9:!:0.84 23.8:!:6.7 24.8:!:8.2 16.5:!:2.6 

(ASp+G1u)/TO七a1 0- 10 12.9 5.0 ( a) 16.5 21.5 

(mo1e 毛) 60- 70 16.4 10.8 (b) 17.8 

120-130 12.0 9.9 ( c) 14.6 19.6 

180-190 14.7 七r. ( d) 12.4 19.0 

240-250 23.4 12.8 (e) 15.4 20.6 

( f) 18.5 21.1 

mean S.D. 15.9:!:4.5 9.6:!:3.3 15.9:!:2.2 20.4土1.0

* af七erHeckey e七 a1. (1973); (a) Navicu1a pe11iau1osa， (b) Me10sira nummu10ides 

(c) Me10sira granu1a七a，(d) Cyc1ote11a s七e11igera，(e) Cyc10七e11acryp七ica，
(f) Ni七zschiabreviros七ris

H
H
2
 



1之O

Oiatom cell wall (HECKY et al.) HF (8) fraction of sediment 
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ニれられ Fる仁、 Z乏毒殺て/Bgタド合ヲれ

みアミノ政徳-p¥t 1'1、 71r移ι長く}荻レて1>1 ク、

A~ クど I J-_fJ-)~ら力、 lτ 畏 iJ ">ているこ/てヤ、“わ台、

み。 じれ 11-、 戸 l、~.バ l亡て示レ f乙待 tJ ¥ ':t拘怠

芳三/ゲ刀ど B~ 少のアミノ吸の ~Þ l!少 ïFf の非

移κ友く少スア乙傾向f 、 んι大-e)告の辺iべ1 て¥1ゐ

ケゲ磁と Jド政-t1汁フアミ/磁ヒの契争カの

F告さ fよどドウ j号えて、水面ZJ差E片フア 3ノ駁

切れ、会考古Zの切でえ寿支えι芳純レ、 キえイじレて

γ包字音符毛 微包料 J'-:-rる介静モ殺る L 仁 九く

作n三れている乙とをす"'p受レていみ。

す住渇物 iナのアミノ駁勾移庇切能 E、 アッ政

処矛t~~ LH戸==8) 、フ iレ下、磁 lτ 令ずれて¥， 
る ぜめぐ刊)、 アミ〉鋭寸 ，~ {手伝T~乏のど

HIりと、極政加 )J<h角字下、丸広レ、 f戸A) ヒf

fllJ-)の使 E芝レヲIl ¥ t乙ぞの (tI Cどjの 4つの

昼」ク jュタけ.、 そt-)'l荷‘ tftの st.1tt-t-I乙あ、け 3地ヂ毒

物咋の拘対をで、表示レ戸乙 (F/? 33 )。

Z支局で 11 ブミン政 アlレポ‘献の向島づ守口、

比較的ノタηく、 アミノ政ふたーを l手対寄与|乞乃 l¥乙
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Relative abundance % 
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Fig. 33. Ver七icaldis七ribu七ionof rela七ive abundance of 

amino acids in fulvic acid， humic acid， bo七h

frac七ionsof HCl and HF七rea七mentof sedimen七

sample a七 S七.945.



( 12日

'L (J ¥今、 t j=;' l-~ 殺t !t物ペ合併を委げ 7 11ノユ 1711退

問アラシユ「ンの童倣詳の初旬。、万く丹Ji-レ

ていみぞの仁終われみ。微z拘タ鮮の外)1 
忍 j刊以来で J1-、ブミン政)'--令すれるモめが、

埼仰するド、浮友ヒヒぞ j亡城、少し、 ラヴyt~火 Y手

でlτ フlνボ阪)乞合手れているアミノ政ザ、下目安ず

的 l午呼抑し、アミノ阪の再，¥偽1>¥'iJ\~ 1} TJわ小て

いるニピ l~下レている。

芋た、 (1-1乙ぞ)の品分，;.、 /制収7孝子 lコ、 jτ

ピんど、ケロジ Z シデ手の 11レカ yiF三害物管!二イ会

手わているぞのと尽われるが、 五号?受ヒじてに

河河孝ず、ォ増加する傾向 iJ\~l-j られる。 こ のこと

は、ケ口ヲ、エシd)明成、 jτ アさメ易及て関与レて

いる~ t 1守二レている o

手先、 え芸李完三マ移 Zニタ仁ヂ切の格子間作男えリミム

--}lれたアミノ政ど行戸 )r1-、 71r洋jτ 安えf手紙挺

で万五レてあ、リ、 月31乞アミノ i量生糸号の If~ タ

ダ。乏己めていろ v'L.--ザ、比フザる，
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v-6 地荷物守のアミノ政処否決'を決める

ーオ子主平河内及爪ピ

メ今回ク折 l二イ失レ存すべ‘ての A.iG-ツ 7;与唯

荷物 l子、アミノ磁のふ月号よ友ザ、支ィιする/雪 Y)..

f手(st. r / r.タ2-3.r 38， r /;.1 I J /. S-べ之 01.:>t、仰上("

IJ 4-Q1{ ) Jこわ¥，1 て、阪はアミ/政ヒち忌芝はア

ミノ磁の布対意向立と転ザ忍与っているふヒ 17

前lLレ存 a

乙のノ舎内では、アミノ政枚をの矛討すを 11少

JJく、 倣 Z物め手タ響 11l予と/んじささ殺で、さる浮

九である L と、 (1' 'Fぴ、 st、デt.;.6.~ p余ぐイせめ宇佐美

で、 1'1-. P住?を仰を苛タ万町レている彩子の j~マ管ザ\

ノ全メ雪之週-!)、て j予と人と〉均等て'~ JJ手L と力、ら、

地管-1[門斤問位、~のヤで、|司千手 fエ尺汗?と得向、

L -tフ沼概物子、す往?毒物よ二局 l乞イ安伶 2~ て\ 1 

k乙壬のヒ手住環IJ主わる。

).'/， J:..の2-;英のダ乞由台、~フ、 L の駁 Ij't アミノ係

ヒ亨'~=t ，}，~アミノ協の利 71をの並/私句言え明いは、

何内初、のヰ号Jiイ〔与内キ)盟主Lええる l)t宅ザ‘主じ、

てくる o
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存]う孟九， ~ (j' ~ 1五千での主 l可毛デ }ν失業で 11-、

下l1?26PZ す T手作、づト栴靖夫レ f己 7~ ノ的偽

J撃のうち'約半分 f、面安 1)'1-ア主ノ{践の城、少 jじ工

フている。

〉め失》食ぜう、 面~ 1‘主あ、 Fび・ずτす矢アミノ磁

の?‘、)レ -70 
1'1、咋 ，rl， 品募作 11'J:ぴ、イミノ泊三

のプ、 lし- 7~ ピ比車交レ τïf~ えで Jうるニヒザ'わ

力、ろ o 乙の L と 11、;J..O JィフoJィド舗の政'tt

F】';ぴ、ず宅族アミノ阪のすイトドrLrlZ仰い抑

水少mrI安け、々 Lh-J~ ;-フ てふれらのう手端 j"

)し - }oザ、優先的 l亡、 P足ア 5ノ及た P費けて刻、

少 してゆくこと E穏f多さをふ。んyt.灼ηとと

/)av，'s (1仰)と [chtí/ひらと/μり I~ 、アス /\10 ラ干、

シ磁のへ~70 J イドヂシド p\~\ イぞのペ。 7D 9イド

ポンドCF-V t容易 jτ 防水少解立小る L と 2萩

告レて い J， 。

才不一 γ.);.毎7在?意向 IfI二 di'l~ て、 ポy~() 70 

Yイドザ安白雪がお立すうじいう直詩的rJ-証

拠 11、メ?のじ〉ラ待合小 ζ 11いfよいザ¥易I}の

エ震で-£べ、先主拘尽漂う，リカの局五号ゃ、顕微
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多主的斜条件手ぁ、J=Uご、-nt1を物す六千三!ぜらキ忠弘さ

小作プミ之物管の:fltTbL収 jてj -ン fユピげら、

在白喝むしぐ 1'1、ポリペ 7"Jイド鎖の存立ザ、

手ャ《されていみ。

様子育拘守?のア~ )政の月見アミ/友末、 11-、

や修エ荷物持めず/宅考?で進行している〉と r、!、5

刊以浮て、、f目下容J}く中めアシそシニア良5zf芳をいわ

ずが|乙す挙世U偽作]I'=-あるニヒ/ど下"5'./込)、 み'Jかい

差内 lτ 釘ける lh志 向圧下で、のイシ守ュベ、一

卜サン 70 )レめ来初幻件、アシモユア路 ZL意ド

噌仰レてくる f戸"d.27、 7砂ん/ク)ニとずら椛刻

される。

とこで、国列者下で、の如水少併の得手主じ、た

さ乞陶アミ/厳旬、、、、 すベ、て束手目 jzUiZ手うヒ仮定

レ、パん/)"0パど/行rJ(/)アぞノ肢の剤、号Jt1ft I ~ 
虞レて、佼点、安化について jすえてみる。

ATe!S-()!1 0符手 11、 ~bん /6 Iこヂ万原作、 J れ

j亡がられているア 3ノ磁のふ月号進友、 9 tJ-わ

う，曲~ ~11-ア~ I践のアス/マラ干、シ政どユ700c)

グJVアモン政 (.)!Jgoc)、古品!1't-のア 3ノ射で・
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、ー.

ー・ B 

Tab1e 16. S七abi1i七Y of amino acids in aqua七icmedium. 

S七ab1e A1a* ， G1y*， G1u非， Leu*， 

工1eu士， Pro*， Va1* 

Me七as七ab1e Asp非， Lys士会， Phe非非

Uns七ab1e Ser女， Thr合， Arg士先

会; Neu七ra1， 女合 Basic， 非 Acidic，

書普; Aroma七icamino acid 



'一，

令、

Tab1e 17. Ammonium ni七rogenregenera七edunder high 

pressure and high七empera七ure.

450C 650C 950C 1500C 450C 

1hr 3 hr 

NH+-N 
4 0.35 0.44 0.49 0.94 0.61 

(pg四 a七/g)

Ca1cu1a七edas 
amino acids宋 41 51 57 109 71 
(Jlg/g) 

128 

女 Averagemo1ecu1ar weight of amino acids (=116) 
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あるリジシ f之2I.f-0ど)、ア jレ々 ニ ン f之38oC) L 

tJフておJ、 ムサ1 うの乙とを5%ぇイサ dフぞる仁、

決手目 J中e{11 、面~ f~'7 ミ/厳J= ~てむしろ、 fSし

JJ~I~ のアミノ阪のすザ、汗寿夫であるニヒヤ\....子

建圭 Lトる。

ニの〉とた、 )j力、らええ 4へ17、室主総アミノ政

ザ、 すべ、て竹内子ニ2沢刻中!ぅ笥手ったャ務会、

場斐 1・Zアぞ/磁の活支の才ザ注くtJくで 111J

らかいから‘ Fl£レ存室内でめ夜〕志 向β の

表敬待与を℃子治するニじ Ic..-乃ゐ。

A be I )on ヒ仇μ ど/77D~ /タ7/) 1;'、堆渇初ず

らケ DF z ンヒ腐極殿 E分隣し、アミ/献と

及たさ t 、 村の双方で~T¥'物ザ、政力口水分解 iτ 玲

¥ ， ;}1底抗，)'t1-万二すこと乏明らが I"=-レ?と。 えして、

ゲ p デ ι ン L 及たす予免~ 11、らスす>- l含

dレプミノ政)、 VEL差はアミノ隊、芳者殺アミ

ノ級、 ì)く駁亮 tf守フア t ノ慌の)l)~ )乞イA千レ、

磁'1'tアミノ磁 11-、 1予とんじ'ケロデ工シじノえた

レ存¥，乙仁左手長官している。

字転、 Jf{?veげ)'e) vt.ヒ μω~ (1 rケ0)川、ぞi主菜住
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アミノ阪のすが¥践、)主アミノ磁 1亡/ITべて作工

鉱物の移;3:寸)-::::..十手持主れZ511 乙じをき内決軟

でう主レでいろ@

じれのめ美駿事手えず旬、以下の稀r"J.手ggあt
可るニじザ、でさる。格?を物中で、問晃代号的

tj，-少静7えた!乞 Fって、河辺相 ι務行レたさ主総ア

ミノ阪のうち、 ケU32、τ>1'彩 1ニ鉱問ヒ反方ミー

レ易¥1 7ミ ノ駁 11-、 与えfエ切で‘再px国手自にイ手

角立れるぽ、と恥らピの 7えた 1}'I-r--えレい駁陀

ア守ノ政 1"1、来初中ド笥守リヱら 1'-.....月比アさノ

系米、 2こを 11て、アシ毛ニユアピ苅?を政ペ、Jt，令

いl-r、脱FR戯作問 l-:;' 'Cリアミシヤイゼのアミノ

921c交代する品托ザヌえうれみ。

V-7 作蛋白橋武1アミ/阪の為托とその

忍5宇

佐白笥F義広、 lτ 関与レて¥.l rj いアミ/画~ 11-、

今手重類みリ、 才~二一ツフ寿地持胸中で 11- 、 ß

ア7ニン、 r -アミノ飴磁、ず jレシデン之問

え た号とする乙 ζ げできた. ふれ少今字震の打



ヌ妥匂手第六アミノ磁の咋で、最モイ室内 1--:"J豊島)シカ
与、

杉する、 [-アミノ隊隊 |τ フ，，て、ペの存五

じ匙汚 lづフ¥，てま各議する。

r -アミノ除政 11‘ こ〆オL 手て、、ふ似た"(1ヲク3)、

Te. ro.. ~ h " m t{とメイタu.noC!97ωらlτ ょっ て、埼汚物

寸 jτ イ予科 q~ 乙ピザ殺告されてきたザ、すか

ーツ 7 海地字毒物中で、そ/~伝力、ぃ推認で、乏ア乙ので\

st.fl./-)の托ボ拭料 j二フ¥，で、巧め/金G21変化E

:J-tるピ 1 戸/j-.3Lfの孫炉心る。

f足手、 {"'-アミノ面争画211、 い/ωfj'l1.f?(/タdり、

げ俳ぞ (1タb9)ら/τ よヅ、 グlレアミシ房長ずらペの

F完成、 ï~ にjτF リ':tじたモめピさけして l' 1三 。ニ

サ¥.Jτ立すして、 7子房 (/972.) I工、アスハ。ラ千ン

磁の生向イイ視すまとT¥'均で、みるとし、 プ~5C1 kll/ 立、

?を i'f平均えt芳 (J) ;-- 1ミノ併阪ザ、学 lcy毎7子

堆埼拘へ直接伎侍立小?とてのにすざ、β いとし、

対立レて¥).存 Q

レザレ t;1J\~\ う、 戸t'~ ・ jL!- I二示し存殊 /τ 、 才~

J ツク海のヂ主点す住持物拭粁Itで、 j工、 r -アミ

ノ隣説 (r-ABA-) は、塚原とと色 lτ 々の存
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宗主此材、、増抑レている。対特例|午、走~?空物 f官ヒ

ヌえうれる 7・‘ !νYミン厳 CGr/句〉ヒめ比 J1、浮

魚I--=--イ手 ¥，1 えが〈レ:てわ1 リ、 アミノ政伶をめぐ念巧

傾向ヒ良、-攻t 見ゼユて l¥る。

〉の〉じ 11、ずι静物'fr' 11 r -アさノ母子政

fp支払¥豆弛め問lι グlレアミン政の脱放政!ユ

ドリ Zν 、 r -ア三ノ除磁の万五室 l1-、足立方

物管で、みる 7、、 iレアミシ政の初期 7法ffo-l~ イ承料レ

ている浮l乞馬われみど戸l~ ・ 3 4-) c 

そニで、、 乙中t子で JC-報壱主れている¥¥ (フ

ずの対抗報官の中官、必フ、 ;--7Sノ除阪のn
耗をヒ、 グ!レタミン献と十一アミ/除阪の存

托此 CGr/l1/ r--AsA ) につい T、 h評仰するこ

とを試刃昇。得手件、 TcIbん181=手どがて l) 

る。

こ小ずら明らか、/喜子手 j亡、建物アランフトン

口、 r-Aβ刈 == tJ，2.仏、 9-~白/ノーイβ/1 て1.- 38 c'、ム

みが¥堵母物 1ず子、 η 附問符J!I二イデ¥1、fーア

ミノ併磁 η開対的令有量 111""1営力Dレ、 俳句ろレイ8A

1;滅、少レでいる o そレて、 ふ小手 C'T-=-件うれ



Tab1e 18. Ver七ica1changes of r-ABA"and G1u/r-ABA in七hree sedimen七 cores.

(，-ABA con七.

(mo工も)

G1uji'-ABA Age 

(xl04yr) 

，j. 

(A) Phy七op1ank七on ""0.2 .....38 

Loca七l.on Core dep七h(m) 

(B) Lake Biwa 11 0.93 7.9 1.5 

35 2.9 2.9 8.0 

95 3.4 1.9 工7.5

150 6.1 0.9 35.0 

0.05 0.7* 7.9 0.025-0.08合*

0.7 2.0合 3.7 0.7-2.2大*

1.3 3.1* 2.8 2.5-5.2*古

3.2 4.6官 1.1 5.2-11** 

232 33 0.17へ 200ハd

(C) Okho七skSea 

(D) DSDP si七e 148 

(Caribbean Sea) 

工3 ..， 14 ~，_~ _ _____，_ '"'_，_____..::J___ ，，_..::J_15 
Ai Chuecas & Ri1ey~J ， Bi Terashima & Mizuno~~ ， Ci This work， Di Schroeder & Bada 

世 Expressedas 1eucine equiva1en七， 六六 Ca1cu1a七edwi七h sedimen七a七ionra七e
工2

(30-100 mm/10~yr) af七erLisi七yn

一戸

ω九日
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1三最毛主 ¥1 t往?を均勾デ -1 (第三沢のモの〉

でひ、 Iて〆4sA/会石ーを 11-アミノ政伐をの l今

t ~五かう、 I 0/，ん/シーノチβA合 ρ./7どtJコ てけた。 こ

小ら のこどずら、 t -/-1βAの殉汀づPJ有壱ヒ

がう/トAsA/1、格子毒殺の片岡任1互のーフの括

痔と iJるめてい{'d-1J-t'ザピ/考え今れる。
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vr 付格

アミノ隊の 1~ 字毒物守?の校内基?を 11 、 fi/?・

35 Iτ 芋じめ 7三球件、 ラフの衿筒!こタける乙ヒ

ず1で、きる。

第Jη 絞?活 11-、地?毒物のジぐゑ局で正夫さレ

ている叡 Z物 ICJ=る急救t'}今向与で持倣づ‘けら

れ、升 7手堆渇仰で 1'1、村めftJ-J.t /1対得 lτ 小さ

いので正不在 lcZ平イ面するのは併降下難レ¥， r:; 

第?鈍 1~ 11-、埼稀均手主の長尾ιくずら、 l 

らいレ/、古伊1浮手で、のノ量的で、 Z匙レている JmL

1乏でみソ¥この/習で 1'1表層で'A1存してい件ア

ミノ吸をの約ラ/ラザ、少鰐オ失レてあ1 リ、徴主

問 J~ F-る少月号ヒ、初見 イ℃手門令解ザイサ作レ

てあ、リ、付ど7f--f~] の生ら~夕方7 弓どから j考えれば、

物J~ イL与的基:廷ザイ号越しているそのと推え

さすL る。 ニの校~~で、のア:ノ磁の〈分野 l下、ー

ポ7えた I-=--~ i) ている L とがわ匂1 ソ、 乃の及71..:'

笠7友え教 11-、 長ご /x /0ーチアトサと政之されるー

~ ~f及1~11-、特丈 Z 平均分併ザ符 1 1 ?ヒ)包わ
れる手ユ段]~ ( I八/、タクvz.1-手)以f手を拾し、
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アミノ阪の少解品乃 11、対浮 J--=--/トゴぐ riJ Y 
、市.

わリ、徴主物 I~ rって字'}J明き tト?乙 F寄りのその

ず、!ぞえ|ピft耗レて¥¥ろニヒ下方としている o こ

の局!勾でま起レているアミ/政め依夜、星発 11-、

アミノ磁の他政刊の支イし材、“主専 r~ その下、ムリ、

政 ~'r アミ/献と私ヲ~ 1)'1アミ/献の朔付金の並

転げ‘~守イタ丈 L レてエシ lずられみ。 ニけ1.11、 ヘo 70 デ

ド舗の切れす乙、ケりゲ τν伊野工鉱物心じ

との判手ロ力め発ザ
1

主雰囲であるニヒザサつ七、リ、

主i句失思表)r:.あ、¥，てて問詳のイrij向ず‘級争さわ昇。

ニの危 I~ で、 11 、アミノ敵1. 1手持しているか停

ピして 7Iレず「政ド材浮作寸王寺でムリ、 アミノ

級決章の斗事'1泣くず1、ブ lレポ腕匙のアミノ品交

で、ある乙ヒずわかっ?と。

以工|乞宇ピめられ完ニと芝、宮内刀総長打、

少えて Zナる之、下l'手話の子手!τ うじめる L とザ、

でをるー二.オlI-=-- t ると、萩尾 l~ in-伝レてい f三

アミノ政章1-100 どすうヒ、第 P 段下おの!帆

九ぃレトラ γγ17手二1lい巧局!何で、ワo1-::.ム存会壱

和子、、ニ磁イLj去をマアシそシニユア、九売かじめナ
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Fig.36.DiGghietireJ process of proteinous ， 

matter in く~rf)rine sedi ment 

Terrestrial and 
Planktonic origin ra
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街物ヒ力トラot<:ヨbるをレ r妹、為レ九¥1 ニ
、 白ー，

'i- '¥1 ，-片フザ長。 ニのうちの Z 1<::' '7 ¥ ¥て l1-、学{;jニ

鉱物粧?の格手ザマえ森放fS:じ、 1'"/ネ定 i七件存

され 1いるアミノ政であリ、 F夫、リの k8l1、')

グ‘ニシヤ務ねじ、どめを-指令反たで‘:tn'する

フ )ν 不‘阪 フミシ阪やけロラfz ン九ど I"=-、そ

れ町中l~配さわて t ¥る。

こぬぐ分 iji考 11‘ 前£レ作手手 14.3争ι伐帽で、

1'1 tら!心安イじレ、 Ji，'o; 到 I~ 示レ1=.，ヂ争力教字ヒ

fJ-V、 JIき伎〈持えt¥変化を受 11、一義文忽 γ也管

与的片問 EFをたその 11、片Tb グェシ之教主 jえ

包なりす、 r パ‘十℃する乙と|乞n-リ、惨静物守

1-::.- 令子l-j，，-て\、る茄 7穴拘撃の 70 .~ 1s-ゲD tf"、 ニη

ケb ジェシ品分 1-::./含予小ている L ζJ~ かみ。
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刊写杓

3毎 3半 r~t意向片のアミノ阪の初期批 ÞX'~者モ

やた令的 )--:..1解明する目的で、 v雪火予き;n' ~び'1 不

一ツク 7与す住持干与をす式料じレて、テ星ヤの今ヂ庁モ

行ri-l 1、以下の埠 tJ-符来・待識を侍るニヒザ、、

で、をた.

1. .-r不ーツフ海域渇均牛の清成物令荷量 /1、

仰の海域ヒ此ぺ T勾〈、ゑ局で‘の/安委 主

震を 11、それ々 、れ!ヰー 21仰J/}、メ Zべ之.71117/I 

であフた a 多GE的作)?-、 f;cJ脅から/~メク

m赤字で Z・3広レて釘リ、2.~ 5"引の汚?守物

ず¥ Lの局)'AJで・介併-消失していた， ら/N

li、平叫すう k約 10で・ JJリ‘試料， J~ J=って

11、 下すい作)がって域、少レてゆく伺向1."ユナ

らわ下三 a 地荷物守の沼戎物令有をず、 7母子手

表層引の基礎弘彦力♂良¥l拍手撃とfJるニと

ドネ立小:J=とe

2、 場 "1ぎ 7在荷子~E 用 I I 先、宇佐鴻拘 Jf1・‘め沼

チ焚終をで家計よひ、、アミノ隊内クテ l稿ミ!-7注と、間

降水乏 Aしてのアシ毛ユア弘主要LのL[エJド



(142、

への回停をの見負リで、¥1-、それぞ、れ.よク
、

.' 

メ.).6) };36/μメプ/cr;uγ(Yめ佐わず、侍られ、 J号戎

終Zf翠のタ併をめ約半分ド、アシ毛ニア民

主撃の的で・ i!-.t: ))くへ回帰している〉ピザタ

ザフた。

ヲ 才;r二 J ツク f各地積拘?のアセノ磁の念仏A...

分やがら、~局ィィι 旬、ら)物件、 1 レ l、ラナvl

7字予 P、の尾 l勾で、、 Aメ警のアきノ阪をの向ろ今

ザイ紋 Z 平均々と~ }r__ rるづif$}1 L ~げて P リ、 そ

のぐ分足?ずら、タ桝 J-J->欠及 7た的 |τ 進んでけ

るこヒザ搾えされた。 1fiえ手色すす1}パをよ存入

してアミノ阪のタテ角守主7ミえ数モ計t- 1~ ピ、
イ<.~ 1 x I 0 -'f. 1 'r-) のイ乏が、件られア三，

斗 7才、}ツフオ娘婿物句、らア jレ力リ地弘レ

て得われた、 7 ~シ鍬. 7}レボ税制1 らタタを

のアミ/政ず戎弘之庁lF-Q このアミノ助長 11、

君、汁タえタ析の符手力、功、一計 11ぺフeテド

倒を現可うてのず活認立れ、フミン険、フ

lレ不阪の哨仏、)乞アミノ隊、ぺ ;0-rドザスで

く関与レているこヒザさι附され作。才色揚吻
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守のア?ノ政 l子、ヌミシ負友‘フ}レt'両la1と

し てえthrれ、 nJ章者Pでrs-~1 /7， 7 ~b で『あ

り、 7手打ど 4.~..S-.mt_/管 )r' 11 ~7 6ノ 30弘之巨

劫てあ、り、 L れわめフミシ物管ザ、地r音物

?で、のアミノ阪の'&¥'リず、「パー 1'::.-η って

いる乙ヒヤγ わ力、守 7三 e

ラ. 従孝行 tJわれていたる N-HLf.如水少均等で'

11 ~与Lt1レ tJ- ¥)アミノ除ザお五する乙ヒ|字、

政 Ic矢t られてい hf、 ニめ力b水づい静子寄丞z
さら/，.-...-フッ似て、、処虎レ、業弘してぐるアミ

ノ骸 lえは-え号した。 ニm晶iタ lぅ件、ア

ミノ政秩-t:~ 4-へ /ρ ちら h¥"¥令 -=J: ~J'lているニヒ

ドわ台、リ、 考めイ鉛直ナ1fず、主均走乙才ー予クカ

の佳品 l亙少存ヒ河r;f;1τ 英ぐ似でいヨニと‘ア

ミノ政担な‘の*で 11、足毒殺 1-:::乃く/主 7れ

ているスレ才エン セ Yシザオf年仁今¥I ニ

ヒfJどfふ、この品少のアミノ政 11-、鋳型l

ヒレて段差絞に法偽レた主のず、、令えJじし

て判包脅依 tタ併と絞る乙ヒ tJく作刀工れて

いた之のじ枝先 ν色。
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6 微Z拘FZ動ず、終7レド地荷物守で 11-. ゆ

フくりよレ作物兎:イι号的 tJ.タ併?えた V色

行しであ1 リ、 アミノ画没後をの城、少 11み手リ

頭j患で 11tJ く、たレうその他万\'~にザナにきく

t変化レている乙ヒザ、わ旬、つ F乙 b イ分析レたす

べ、ての持派宇佐荷物試料'tで、 3ニメ言老?で11極

美佐アミ/磁 )τ ピヒベ、て政 'l'~ ァミ/磁力"'y夕、}

ず、浮ゑずザをすととそ)亡、 〉め関イ手 rJ-並~~

レで¥1 ):乙 e じめ現象モ絡的する?乙めに、表

為突を阿 1-:.- 三ュミレ r トレ、以下の浮rJ- 符~

を符拝。

地荷物 l宇で、 Zたレて¥¥る物見-イに手同 fJ.

カPオく令解7えたの?手 Ic、 み 3手を?去の/分前&伏

見ド働くニヒヒ、 ニのづト併にイす値してイ七の

7両手究物にの Tf，伶/会及たず忍ニる崎、分前?

E殺げて参院アミノ阪の的 tctょっ f三 11η 政

l)'tアU 政 ¥1、ケロデ工ンザ務エ鉱物ピ今

夜/i¥:I)''f.-れ乏レい F三抗 i1そ拘r--管手リあ¥1 (;) 乙

め符手、束手自作成主 Lド九@j}I}，tアミ/隙 )i、

安}<4i' I絡を被るの?、浮殺し℃ぞれ〉ス務 J--=.
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ポ\~苛る干のヒギ住支立わる。

7. _ ~r 稜 j句者車内、アミノ磁のーフでみるドーア

ざ/際通安七円、 ?手元℃と宅!乞?慢す口レているし

ヒ"lt広レ作。 乙のア 3ノ阪のを乙浮¥-::.-つけ

て 11-、伏木、作用 I~ rってj;:六、し?三寸めヒず

るぎたと、 単rc1互ll'tた?手めそのが、?毎7子地積千万

j亡、~痔符侍立~た j"{、けど I 'ラ叛宏九ピザ-

~フ ?と t/'， A 1二J ヅ?7-毎下怠?を拘 i守で }1、 t 

-1ミノ勝目安 A洋汚 j亡イチフ r手伝比の増~T 'L-
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